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高 齢 者の 介 護 の こと は

在 宅 介護 支 援 センタ ーへ ご 相 談く だ さ い

4
月
か
ら
介
護
保
険
制
度
が
ス
タ
ート
し
ま
し

た
。こ
れ
か
ら
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
は
、利
用
者
や

そ
の
家
族
が
、様
々
な
サ
ービ
ス
の
中
か
ら
必
要

な
も
の
を
自
ら
選
択
し
、民
間
業
者
と
直
接
契
約

し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。区
で
は
、サ
ー
ビ

ス
を
選
択
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
の
提
供
や
適

切
な
助
言
を
行
う
公
的
な
相
談
窓
口
と
し
て
、在

宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ーの
設
置
を
進
め
て
い
ま
す
。

在

宅

介

護

支

援

セ

ン

タ
ー

と

は

在
宅
介
a
y、援
セ
ン
タ
ー
(以
ド

了
扱
セ
ン
タ
士
と
い
う
)は
、
K

か
ら
喬
託
を
受
け
た
社公
M
祉
法
人
や

医
嫌
法
人
な
ど
に
よ
り
迎
営
さ
れ
て
い

ま
す
。各
髦
援
セ
ン
タ
ー
は
、特
別
鏝

濁
琶
人
ホ
ー
ム
、琶
人
保
健
施
設
、病

院
な
ど
に
併
設
し
、緊
急
時
に
も
対
応

で
き
る
よ
う
併
設
施
設
と
の
連
携
を
闘

っ
て
い
ま
す
。

相
駿
に
は
、社
会
M阯
L
や
行
護
婦

中
な
ど
心
、
M祉
や
K療
の
咋
門
職
が

対
応
し
て
い
ま
す

地
域
の
支
援
セ
ン
タ
ー

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

支
援
セ
ン
ター
は
、
身
近
で
公
的
な

相
談
機
関
と
し
て
、
次
の
よ
う
なこ
と

を
行
っ
て
い
ま
す
。

山地
城
の
鳥
齢
改
の
心
身
の
状
況
、
家

族
の
状
況
な
ど
の
実
態
把
捉

ソ瘤
阯
、
保
健
・
吹
療
な
ど
様
々
な
分

野
の
サ
ー
ビス
情
報
の
提
供

號
蜚
郤
険
に
関
す
る
相
談
、申
請
拔

助士
介
駿
9
険
の
対
象
に
な
ら
な
い
高
齢

者
福
祉
サ
ービ
ス
(表・
―
)の
申
詰
々

け
付
け
、調
査

⑤
M
祉
川
八
の
展
示
・
紹
介
や
高
齢
者

向
け
住
七
改
造
に
関
す
る
相
談
・
助
。・・‥

こ
の
ほ
か
、併
段
す
る
居
宅
介
護£

援
丿
業
所
で
介
護
サ
ー
ビス
計
画
(
ケ

ア
ブ
ラ
ン
)の
作
成
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
∴
M
齢
占
や
そ
の
家
族
に
と
っ
て

利
川
し
や
す
い
よ
う
2
4時間
の
ポ
肝
扣

・談
や
必
要
に
応
じ
て
訪
問
も
行
い
ま

す
、利
川
に
あ
た
っ
て
は
、支
扱
セ
ン

タ
ーの
担
町
地
城
を
ご
確
Jく
だ
さ
い
(

衣
り午

利
用
時
間
=
H
～
上
曜
日
(
睨
日
な
ど

は
除
く
)
、午
前
9
時
～
午
後
5
時

(
随
時
々
け
。時
川
外
の
相
談
も
、必

要
に
応
じ
て
お
受
け
し
ま
す
・
が
川
に
電

話
連
絡
く
だ
さ
い
)

雌
幹
歙
護
七
扱
セ
ン
タ
ー
は
、午
前
8

時
3
0分～
午
後
8吋
ま
で
受
け
付

け
　※
秘
密
厳
守
　ご
相
談
は
無
料

新
規
施
設
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た

木
木
・
関
原
地
K
と
足
し
地
、
K
に
、

4
H
か
ら
新
た
に
支
扱
セ
ン
タ
ー
が
オ

ー
ブ
ン
し
ま
し
た
。
　
※
K
で
は
、
ず
成

1
3
年
ま
で
に
支
接
セ
ン
タ
ー
を
介
計
2
5

力
所
設
置
す
る
予
定
で
す

表1　区が実施する介護保険外の
高齢者サービス一覧表2　在宅介
護支援センタ一一覧12年4月1
日現在

支援センターに関することは

在宅支援係　　( 3880) 5111 ㈹

ま たは基幹介 護支援センターへ

特
別

養

護
老
人

ホ

ー
ム

中

央
本

町
の

施

設

使
用

事
業

者
募

集

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
中
火
本
町
(

複
介
施
設
)
の
使
川
嘔
菜
者
を
邨
集

し
ま
す
　
対
象
=
1
3年4
H
I凵
か

ら
乍
袰
を
開
始
で
き
る
社
会
福
祉
法
人

場
所
=中
火
本
町
4
-
1
4
-
2
0
施
設

内
容
H特
別
蹐
護
咎
人
ホ
ー
ム
6
0床
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、政
七
介
溥

瓦
援
セ
ン
タ
ー
、ヘ
ル
パー
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
申
込
卜
鳥
齢
サ
ー
ビ
ス
課
に
あ

る
巾
込
川
紙
を
郵
送
ま
た
は
持
参
期

限
‥
H
5月1
2日
申
・
問
先
肌
咼
齢
サ

ー
ビ
ス
課
施
a£
概
係

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

4

月
1
6
日
(
日
)
、
午

前
9

時

か

ら

不

発

弾

処

理

に

ご

協

力

を

3
H
2
8
日
、荒
川
K
町
屋
ヒ
、
-
凵
完

隅
川
川
内
で
不
兒
弾
が
兒
兒
さ
れ
ま
し

た
覦
川
K
に
お
い
て
は
、自
術
隊
を

始
め
と
す
る
関
係
機
関
の
協
ね
を
り

て
、
4
H
1
6
川
丱
に
・
不
兒
弾
を
処
理
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
『
足
し
K
で
も
、

肖
日
は
す
げ
刈
m
以
内
の
K
城
が
々
、人

禁
止
に
な
り
ま
す
。こ
の
地
域
に
ね
住

ま
い
の
か
は
、避
難
所
な
ど
に
避
難
を

お
願
い
し
ま
す
。尸
締
ま
り
等
に
も
卜

分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
ま
た
、こ
の

地
域
の
う川
に
ご
臨
月
く
だ
さ
い・
処

珊
作
業
の
安
令
に
は
万
黛
を
闡
し
ま
す

の
で
、皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

さ
ん
か
く
立
入
禁
止
と
な
る
日
時

4凵
1
6日叫
午
加
1
0時～
午
後
3時
(

不
兒
弾
処
刈
鮗
jま
で
)、・山
で
も

行
い
ま
す

マ
立
入
禁
止
区
域
(全
面
通
行
禁
止
区

域・
避
難
対
象
区
城
)

r
哇
緑
町
・
、
I
J
目
(
n城(た
だ
し
、―

番
～
5
番
、
7番
、
2
8

番
を
除
く
)

F
住
桜
木
。厂
囗
1

乕
～
1
3界

(不
発
弾
処
理
現
場

を
中
心
に
耻
径
刈
m

以
内
の
地
域

※
>卜図
参
幽

▽
立
入
、交
通
制

限
の
範
囲

す
べ

て
の
人
お
よ
び
嘔

両
が
‥叭
人
・
通
行

禁
齔
と
な
り
ま
す
。
9

察
官
、
K
織
Q

な
ど
の
指
示
に
従
っ
て
う
川
を
お
咄
い

し
ま
す

な
お
、隅
川
川
の
船
舶
の
連

行
は
衵
肖
時
間
停
齔
さ
れ
ま
す

ま
た
、午
前
9心
の
サ
イ
レ
ン
を
人‥

図
に
避
雛
の
開
始
と
な
り
ま
す

▽
避
難
所
第
卜・
1
1
a

中
学
校
、第
・
中

学
校

問
先
=災
害
対
策
課

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

第
2
2
回

足
立
の
花
火
大
会

今
年
は
8
月
2
4
日
(木
)

開
催
予
定

例
年
よ
り
、日
程
が
1
ヵ
月
遅
れ

て
開
催
す
る
予
定
で
す
。く
れ
ぐ
れ

も
お
間
違
い
の
な
い
よ
う
に
お
願
い

し
ま
す
。く
わ
し
く
は
今
後
の
「
あ

だ
ち
広
轍
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
先
卜
観
光
協
会
乍
務
Q
(
K役

所
・
産
業
振
興
課
内
)

(
3
8
8
0
)
5
8
5
3
(

直
通
)

今 号の主な内容

2
・
3面
▽
保
健
福
祉
ガ
イ
ド
/

は
る
か
ぜ
停
留
所

4
・
5面
▽
足
立
清
掃
元
年
/生

物
調
査
結
果

6
・
7面
▽
く
ら
し
の
情
報
/催

し
物
ガ
イ
ド

8
面
▽
▽
▽ス
ケ
ッ
チ
あ
だ
ち

区長へのファクス

3880- 5678
「 区 民の声」を

お待ちしています

区内中小企業支援啓発標語 足 立区で　 買おう　 食べよう　 頼もう
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保
健
福
祉
ガ
イ
ド

予
防
接
種
を
う
け
ま
し
ょ
う

感
染
症
が
少
な
く
な
っ
た
と
は
い

え
、
病
気
か
ら
f
ど
も
を
守
る
た
め
‘
F

防
接
種
は
人
切
で
す
。
'
r
防
接
種
法
で

は
接
種
の
対
象
年
齢
と
標
準
接
種
年
齢

を
決
め
て
い
ま
す
(
表
1
)
、
標
準
接
種

年
齢
の
方
に
は
住
民
登
録
を
し
て
い
れ

ば
、
区
か
ら
通
知
が
屈
き
ま
す
の
で
お

待
ち
く
だ
さ
い
。
な
お
、
法
律
に
よ
る

対
象
年
齢
の
範
闘
内
で
あ
れ
ば
無
料
で

接
種
で
き
ま
す
の
で
、
海
外
転
勤
な
ど

に
よ
り
標
準
接
種
年
齢
よ
り
7
ぐ
接
種

を
希
望
さ
れ
る
方
、
通
知
の
な
い
方
は

保
健
所
・
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。法
律
に
よ
る
対
象
年
齢

を
す
ぎ
る
と
、無
料
で
は
接
種
で
き
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。問
先
=

足
立
保
健
所
母
子
保
健
係
(
区
役
所

内
)(

3
8
8
0
)
5
8
9
2
后
通
)

ま
た
は
保
健
総
合
セ
ン
タ
上

表
2
)

表1　 予防接種一覧

豪卜> 風しんの小学生・中学生は法律改正の経過措置によるもので、幼児で通知寸

る方は対象となりません
※ 2・・・小字1年生、中学1年生でもツベルクリン反応陰性の方はBCGを受けま1

表2　 保健総合センター一覧

庁
舎
内
の
配
置
が

変
わ
り
ま
し
た

1
2年
度
の
ぼ
組
織
改
卍
で
一
部
の
組

織
名
称
と
配
置
を
弯
史
し
ま
し
た
。ま

た
、4
月
中
に
か
け
て
も
移
動
を
行
い

ま
す
。ご
来
庁
の
際
は
、庁
舎
各
館
の

案
内
で
ご
贖
2
く
だ
さ
い
、問
先

=
庁
`
晏
理
課

▽
2
・
3
面
で
問
い
龠
わ
せ
先
の
電
話
番
号
が
な
い
も
の

は
区
役
所
代
表
へ
　
　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

▽
定
員
に
先
着
順
と
あ
る
も
の
は
4
月
1
0日
か
ら
受
け
付
け

凡例

申
込
…
申
し
込
み
方
法
　
期
限
…
申
し
込
み
期
限

場
・
申
・
問
先
…
場
所
・
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

調
理
師
・
製
菓
衛
生
師
試
験

願
書
を
配
布
し
て
い
ま
す

配
布
場
所
=

足
立
保
健
所
・
各
保
健
総

合
セ
ン
タ
ー
(
表
Z
)

願
書
受
付
=

▽
郵
送
・
:
4
月
2
4
凵
～
5

月
1
1
H
(

都

庁
)

▽
団
体
・
:
5
月
8

・
9

日
(

都

庁
)

試
験
=
6
月
2
5日
剛

問
先
H

足
皀
保
健
所
食
品
保
健
係

(
3
8
8
0
)
5
3
6
3
(

直
通
)

健
康
に
不
安
の
あ
る
高
齢
者
・

中
途
障
害
者
の
交
流
会

い
っ
し
ょ
に
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し

な
が
ら
、こ
こ
ろ
と
体
の
健
康
を
ア
ヴ

プ
し
ま
し
ょ
う
。日
時
=
4
月
2
4
日

凹
午
後
1
時
3
0
分
～
3
時
※
以

後
月
2
川
開
催

費
用
=
無
料

申

込
卜
電
話

場
・
申
・
問
先
卜
中
央
本

町
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
0
)
5
3
5
2
(直
通
)

糖
尿
病
予
防
教
室
(
二
日
制
)

～
検
診
結
果
を
健
康
づ
く
り
に
役
立
て
る
た
め
に
～

日
時
=
4
月
2
4
日
凹
、2
7
日
出
、午
後

1
時
3
0
分
対
象
―
成
人
健
康
診
査

(
区
内
医
療
機
関
実
施
)
を
受
け
た
方

※
受
講
時
に
成
人
健
診
結
果
票
を
持
参

内
容
=
マ
ー
日
日
・
・
・
講
義
「
糖
尿
病
に

つ
い
て
」
、
実
技
マ
2
日
日
・
:
講
義

「
食
事
の
工
夫
」
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

定
員
=
4
0
人
(

先
着
順
)

費
用
n

無

料

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=

中
火
本
町
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
0
)
5
3
5
2
(直
通
)

介
護
保
険
ひ
と
く
ち
メ
モ

介
護
保
険
料
を
納
め
る
時
期

介
護
保
険
制
度
が
4
月
か
ら
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
が
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
利
川
方
法
に
慣
れ
る
ま
で
「
制
度
の

本
格
的
な
ス
タ
ー
ト
に
向
け
て
の
助
走

川
間
」
と
位
置
け
け
、4
月
か
ら
9
川

ま
で
の
半
年
間
丿
咼
齢
者
(
6
5巌
以
L
)

の
方
は
保
険
料
を
納
め
る
必
要
が
な
く

な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、半
年
が
経
過
し
た
1
2
年
1
0

月
か
ら
1
3
年
9
月
ま
で
の
1
年
間
は
新

た
な
負
川
に
慣
れ
て
い
た
だ
く
よ
う
、

傑
険
料
は
t
額
に
軽
減
し
納
め
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
(
こ
の
1
年
t

の
保
険
料
に
相
肖
す
る
額
は
国
が
負

担
し
ま
す
)
。

な
お
、4
0～
6
4歳
の
方
々
の
介
護
保

険
料
は
、
健
康
傑
険
や
国
民
健
康
保
険

な
ど
の
医
療
保
険
赤
が
医
療
保
険
料
に

新
た
に
上
乗
せ
し
て
、1
2年
4
月
か
ら

納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

「
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画

作
成
依
頼
届
出
書
」の
提
出

要
介
駿
お
よ
び
要
支
援
認
定
を
受
け

た
方
が
在
宅
で
の
サ
ー
ビ
ス
利
川
を
希

望
す
る
場
合
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
肉
の

作
成
が
必
要
で
す
。「
M
t
サ
ー
ビ
ス

計
肖
作
成
依
頼
届
出
港

を
末
提
出
の

方
は
、
至
急
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

《
介
護
保
険
課
》

春
の
交
通
安
全
運
動
実
施
中
!

4
月
6
日
～
1
5
日

K
内
4
警
察
、
各
町
会
・
自
治
会
・

区
内
事
業
所
な
ど
が
。丸
と
な
っ
て
交

通
事
故
の
防
虍
を
目
指
し
て
活
動
し
て

い
ま
す
。
新
人
学
児
の
通
う
町
角
に
、

交
通
呱
の
激
し
い
道
路
に
、・
K
民
の
皆

さ
ん

。人
ひ
と
り
の
安
今一俵
・認
と
思
い

や
り
を
お
畩
い
し
ま
す
。

(交
通
安
全
課
)

高
脂
血
症
予
防
教
室

日
時
0
4
月
2
4日
囲
・
5
月
9
口
吻
の

・
>凵
制
、
午
後
1
時
3
0分
～
3
時
3
0分

内
容
又
W
検
食
結
采
の
兄
方

②
医
師

の
話

③
改
裨
の
方
法
と
実
践

定

員
=
6
5人
(
先
着
順
)

費
用
=
無
料

申
込
=
電
M

場
・
申
・
問
先
U
竹
の

塚
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

(
3
8
5
5
)
4
1
5
5
(

直
通
)

「
し
お
ば
ら
キ
ャ
ン
プ
2
0
0
0
」

ぜ
ん
息
児
の
た
め
の
キ
ャ
ン
プ

期
間
卜
7
月
3
1
凵
～
8
H
4
凵
(
4
泊

5
日
)
場
所
=
塩
原
林
間
学
園
対

象
=
区
内
在
住
で
、小
学
3
年
生
～
中

学
3
年
生
の
ぜ
ん
息
児

内
容
=
空
気

の
き
れ
い
な
環
境
で
、ぜ
ん
息
の
学
習
、

腹
式
呼
吸
な
ど
の
た
ん
れ
ん
療
法
の
習

得
、
水
泳
・
(
イ
キ
ン
グ
・
レ
ク
リ
エ

I
シ
ョ
ン
な
ど
の
迦
動
療
法

定
員
=
1
0
0

人
程
度
(
応
募
者
多
数
の
と
き
は
重

症
度
・
こ
れ
ま
で
の
参
加
川
数
な
ど
を

総
介
的
に
判
断
し
て
選
考
)

費
用
u

無
料

申
込
H
直
接
窓
口

申
込
期
間
n
4

月
2
6日
～
2
8日

申
・
問
先
=
衛

生
竹
理
課
公
古
保
健
係

ぜ
ん
息
児
水
泳
教
室
(前
期
)

小
学
生
コ
ー
ス
と
幼
児
コ
ー
ス

□
小
学
生
コ
ー
ス

日
時
U
5
H
3
1
H
～
7
月
5
H
の
毎
週

水
曜
日
(
全
6
回
)
、午
後
3
時
～
5

時
3
0分

対
象
=
K
内
在
住
で
、
ぜ
ん

息
を
治
凍
巾
の
小
学
生

定
員
=
4
5人

□
幼
児
コ
ー
ス

期
間
H
5
月
3
1
日
I
7
月
5
日
の
毎
週

水
曜
日
(
ふ
E
6
回
)
、午
後
3
時
～
4

時
3
0
分
対
象
=
K
内
在
性
で
、ぜ
ん

息
を
治
療
中
の
末
就
学
児
(
3
歳
～
6

歳
)

定
員
=
1
0人

―
―
い
ず
れ
も
―
―

場
所
=
う
き
う
き
館
費
用
=
無
料

申
込
=
電
話
期
限
=
4
川
‥
1
4
H
※

後
期
は
1
0
‘
1
1
月
に
す
い
す
い
ら
ん
ど

綾
瀬
で
開
催
p
定
(
小
学
生
コ
ー
ス
の

み
)
申
・
問
先
卜
術
生
竹
理
課
公
t
‥

保
健
係

「
武
蔵
野
の
路
」舎
人
コ
ー
ス
一
部
完
成

武
蔵
野
の
路
と
は
、
地
域
の
自
然
、

歴
史
、
応
化
な
ど
に
ふ
れ
な
が
ら
、
都

内
を
川
回
で
き
る
遊
歩
道
で
す
ご

」の

遊
歩
道
は
都
内
2
1の
コ
ー
ス
に
分
か
れ

て
お
り
、
総
延
災
は
約
訥
㎞
に
わ
た
り

ま
す
ご

。川
、
完
成
し
た
の
は
そ
の
巾

の
政
人
コ
ー
ス
(
総
延
艮
約
1
6・
4
㎞

の
う
ち
既
に
約
1
1・
4
㎞
が
完
成
済

み
)
の

、部

、南
花
畑
ミ
r
目
と
八
潮

巾
と
の
境
に
あ
る
占
綫
瀬
川
を
埋
め
た

約
s
m
の
区
間
で
す
。
残
り
の
区
問
に

っ
い
て
も
整
備
に
努
め
て
行
き
ま
す
。

な
お
、
こ
の
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
八

潮
市
と
の
境
に
あ
る
た
め
、
八
潮
巾
と

協
力
し
て
進
め
て
き
ま
し
た
。と
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

問
先
=
東
部
匚
嘔
嘔
務
所

(
3
6
0
2
)
8
8
3
1

▽ 「武蔵野の路」整備後

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

心
理
的
差
別
と
実
態
的
差
別
2

心
理
的
差
別
と
は
。
人
び
と
の
観
念

や
意
識
の
う
ち
に
潜
在
す
る
差
別
で
あ

る
こ
と
を
前
回
述
べ
ま
し
た
。
こ
れ
に

対
し
て
、
実
態
的
差
別
と
は
。
例
え
ば

就
職
・
教
育
の
機
会
均
等
が
実
質
的
に

保
陣
さ
れ
ず
、
劣
悪
な
生
活
環
境
や
低

位
の
職
業
に
置
か
れ
て
い
る
差
別
な
ど

を
い
う
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
心
理
的
差
別
と
実
態
的

差
別
と
は
、相
扛
に
囚
果
関
係
を
保
ち
、

作
川
し
あ
っ
て
い
ま
す
。

近
代
社
会
に
お
け
る
部
落
ぷ
別
は
、

ひ
と
く
ち
で
い
ぇ
ば
、
巾
民
的
権
利
、

自
山
の
侵
害
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

で
は
、
私
た
ち
は
何
を
す
れ
ば
よ
い

の
で
し
ょ
う
か
。

第
・
に
、同
和
問
題
に
つ
い
て・齔
し
U

譏
と
理
解
を
持
つ
こ
と
。

第
。
。に
、
間
違
っ
た
考
え
方
を
し
て

い
る
人
に
対
し
て
、
誤
り
を
説
明
し
理

解
さ
せ
る
こ
と
。。

第
二
に
、家
庭
・
学
校
・
地
城
な
ど
、

身
の
ま
わ
り
に
あ
る
様
々
な
差
別
に
目

を
開
き
、
そ
れ
ら
を
取
り
除
い
て
い
く

こ
と
。

こ
う
し
た
地
道
な
努
力
の
積
み
亟
ね

が
必
要
で
す
。

す
べ
て
の
人
び
と
が
、
本
肖
に
人
間

ら
し
い
生
活
を
お
く
る
こ
と
が
保
障
さ

れ
る
よ
う
に
、
努
力
す
る
こ
と
が
人
叫

で
す
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
は
、総
務
・
課
同
和
対

策
へ

「
(
親
)
医
療
証
、
(
乳
)
医
療
証
」
を
お
持
ち
の
方
へ

塒
医
療
証
、
劭
医
療
証
を
持
っ
て
い

る
方
で
、
健
康
保
険
証
の
極
類
が
変
わ

っ
た
と
き
は
、
変
更
の
1
続
き
が
必
蹙

で
す
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の
卜
新

し
い
保
険
証
/
印
鑑
/
聯
ま
た
は
卯
医

療
証
　
※
郵
送
で
も
受
け
け
け
ま
す

。

ご
迎
絡
く
だ
さ
い

申
・
問
先
卜
f
さ

で
支
援
課
児
呶
医
療
係
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高
齢
者
福
祉
手
当
を
改
正
し
ま
す

介
詭
保
険
制
度
開
始
に
伴
い
、
高
齢

者
福
祉
手
当
を
表
4
の
と
お
り
改
>亂
し

ま
す
。1
5年
度
以
降
、F
き
は
廃
止
と

な
り
ま
す
。
な
お
、1
1年
1
2月
分
か
ら
1
2

年
3
月
分
の
予
当
は
4
月
2
5日
ご
ろ

振
り
込
み
ま
す

対
象
H
昭
和
m一
年
3

月
3
1日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、1
2年
3

月
3
1日
現
在
足
立
区
に
住
所
が
あ

り
、3
ヵ
月
以
L
寝
た
き
り
も
し
く
は

叭
度
の
痴
ほ
う
の
あ
る
方
で
、
介
護
を

必
>安
と
す
る
方

金
額
0
表
4

※
現

在
手
当
を
受
け
て
い
る
方
も
金
額
が
変

わ
り
ま
す

申
請
期
限
=
6

月
3
0日
(

そ
れ
以
降
の
申
請
は
で
き
ま
せ
ん
)

申
・
問
先
=
各
福
祉
呶
務
所
(
表
3
)
、

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
、
高
齢
サ
ー

ビ
ス
課
在
宅
支
扱
係

表3　 福祉事務所一覧

表4　 高齢者福祉手当

ご
存
じ
で
す
か

身
体
障
害
者
手
帳
・
愛
の
手
帳

□
身
体
障
害
者
手
帳

体
の
不
自
由
な
方
が
、
各
種
の
福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
手

帳
で
す
。

障
害
(
視
覚
、
聴
覚
、
甼
衡
機
能
、

音
声
、
言
語
、
そ
し
や
く
機
能
、
肢
体

不
自
由
、
心
臓
、
じ
ん
臟
、
呼
吸
器
、

ぼ
う
こ
う
、直
腸
、小
腸
、免
疫
機
能
)

の
程
度
に
よ
り
、1
1
6
級
の
等
級
が

あ
り
ま
す
。。手
帳
の
交
付
に
必
要
な
診

断
書
は
各
福
祉
事
務
所
に
あ
り
ま
す
。

な
お
、
手
帳
取
糾
後
は
、
裲
装
具
、

日
常
生
活
用
具
な
ど
の
給
付
の
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

申
・
問
先
=

各
福
祉
嘔
務
所
(
表
3
)

□
愛
の
手
帳

知
的
発
達
障
害
者
(
児
)
の
方
が
各

栩
の
援
護
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
手

帳
で
す
。
障
害
の
程
度
で
1
-
4
度
の

等
級
が
あ
り
ま
す
。

申
・
問
先
=
マ
1
8

巌
以
上
の
方
・
:邵
・
心
身
障
害
者
福

祉
セ
ン
タ
ー

(
3
2
0
3
)
6
1
4
1

▽
1
8
歳
未
満
の
方
・
・
・
邵
・
足
立
児
砒
相

談
所
　
　
(
3
8
5
4
)
1
1
8
1

※
す
で
に
手
帳
を
お
持
ち
の
方
で
、
次

の
方
は
必
ず
福
祉
事
務
所
へ
届
け
出
を

し
て
く
だ
さ
い
…
住
所
が
変
わ
っ
た
と

き
/
氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き
/
死
亡
し

た
と
き
/
手
帳
を
紛
失
・
破
損
し
た
と

き

問
先
=
各
福
祉
嘔
務
所
(
表
3
)

ニ
セ
調
査
員
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

最
近
、ほ
か
の
K
市
に
お
い
て
国
勢

調
査
の
調
査
員
と
称
し
て
世
帯
を
訪
問

す
る
事
例
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
国

勢
調
査
は
本
年
1
0月
1
日
を
期
日
と
し

て
実
施
さ
れ
、
調
査
員
が
各
に
帯
を
訪

問
す
る
時
剛
も
9
月
以
降
に
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
先
=
統
計
係

選
挙
豆
知
識

政
治
家
等
に
よ
る
入
学
祝
い
・
就
職
祝
い
な
ど
の

寄
附
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

公
職
選
挙
法
は
、
き
れ
い
な
選
挙
、

金
の
か
か
ら
な
い
政
治
の
実
現
の
た

め
、政
治
家
等
(
立
候
補
や
定
者
を
含

む
)
が
選
挙
区
内
の
人
に
寄
附
を
す
る

こ
と
を
巌
し
く
規
制
し
て
い
ま
す
。
違

反
し
て
処
罰
さ
れ
ま
す
と
、公
民
権
(
選

挙
権
・
披
選
挙
権
む
停
止
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
有
権
者
が
こ
れ
ら
を
求
め
る
こ

と
も
禁
止
さ
れ
、
政
治
家
等
に
強
要
す

る
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。
寄
附
の
禁
止
に

関
す
る
具
体
例
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
政
治
家
等
が
選
挙
区
内
に
あ
る
人
に

対
し
て
人
学
祝
い
・
卒
業
祝
い
・
就
職

祝
い
・
出
産
祝
い
な
ど
を
出
す
こ
と

②
町
会
。自
泊
会
が
政
治
家
等
に
対

し
て
運
動
会
や
ス
ポ
ー
ツ
人
会
な
ど
に

使
用
す
る
優
勝
力
。プ
や
記
念
品
を
求

め
る
こ
と
(
持
ち
回
り
の
た
め
の
貸
与

を
含
む
)
　
③
政
治
家
等
が
町
会
・
自

治
会
の
催
し
物
な
ど
に
協
賛
す
る
か
た

ち
で
、プ
ロ
グ
ラ
ム
・
町
会
名
簿
に
有

料
名
刺
広
t
‥
を
出
す
こ
と

「
贈
ら
な
い
・
受
け
取
ら
な
い
・
求

め
な
い
」
ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
明
る
い

選
挙
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

《
選
挙
管
理
委
員
会
》

コ
ミ
ユ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
i
n
足
立

高
齢
者
と
地
域
に
や
さ
し
い
住
宅
を

テ
ー
マ
に
、嘔
例
を
交
え
た
講
演
・
討

論
会
で
す
。

日
時
卜
4
月
2
0
H㈲
、

午
後
2
時

場
所
=
区
役
所
庁
舎
ホ
ー

ル

内
容
n
『
バ
リ
ア
フ
リ
ー
と
高
齢

者
の
家
と
街
』
(
東
京
都
住
宅
バ
リ
ア

フ
リ
ー
推
進
協
議
会
事
業
委
貝
長
野
久

尾
尚
志
氏
)
、(痴
ほ
う
の
人
が
安
心
し

て
住
み
続
け
ら
れ
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
匸

こ
も
れ
ぴ
ホ
ー
ム
長
和
Ⅲ
行
人

氏
)
ほ
か

費
用
=
無
料

申
込
U
肖

日
直
接
会
場
へ

問
先
=
高
齢
計
両
課

計
画
推
進
係

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
習
(
2
級
)

日
程
=
5
月
1
8
日
～
8
月
1
7
日
(
約
2
0

日
問
)
対
豪
=
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
と

し
て
働
く
憲
志
の
あ
る
方
お
よ
び
既
に

働
い
て
い
る
方
で
講
習
期
問
中
全
日
を

通
し
て
受
講
で
き
る
区
内
在
住
ま
た
は

勤
務
の
方
窖
跚
H
5
0
人
公
開
抽
選

=
4
月
2
5
H
、午
前
1
0
時
(
支
援
セ
ン

タ
ー
関
原
)
※
出
席
の
義
務
は
あ
り

ま
せ
ん
。結
眼
は
全
員
に
通
知
費
用

U
1
万
7
f
沺
円
(
テ
キ
ス
ト
代
7
T

9
円
、
実
習
費
1
万
円
)

申
込
=
往

復
(

ガ
キ
に
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏

名
・
職
業
・
電
話
番
号
ふ
乍
月
日
・

「
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
習
受
講
希

望
」
と
明
記

期
限
=
4
月
2
0
H必
着

※
複
教
申
込
は
無
効

場
・
申
先
=
在

宅
介
護
丈
扱
セ
ン
タ
ー
関
原

〒
1
2
3・0
8
5
2

関
原
2
-
1
0
-
1
0

(
3
8
8
9
)
1
4
8
7

問
先
U
高
齢
計
画
課
計
画
推
進
係

中
途
失
聴
者
・
難
聴
者
手
話
講
習
会

中
途
火
聴
・
難
聴
の
方
で
予
話
人
門

者
を
対
象
と
し
た
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
獲
得
の
た
め
の
苳
話
講
習
会
で

す
。日
時
=
5
H
2
5
日
～
1
3
年
3
月

8
日
の
木
曜
日
。
午
後
2
時
3
0分
I
4

時
3
0分
(
全
2
0川
)
　
場
所
H
竹
の
塚

障
吉
福
祉
館

対
象
H
嘔
故
・
疾
病
な

ど
に
よ
り
聴
覚
に
障
害
を
持
ち
、
自
力

で
通
う
こ
と
の
で
き
る
区
内
在
住
の
方

定
員
卜
2
0人
程
度

費
用
=
F
円
程
度
(

テ
キ
ス
ト
代
な
ど
)
申
込
=
窓
口
、
電

話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

期
限
u
4
月
2
4

日

申
・
問
先
=
東
部
障
害
福
祉
総
合
セ

ン
タ
ー
　
　
(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

(
5
6
8
2
)
5
6
6
5

西
部
陣
肖
砌
祉
総
(
‥セ
ン
タ
ー

(
3
8
5
3
)
0
6
3
2

(
3
8
5
7
)
5
6
2
6

人工肛門用装具等購入費

助成金・難病患者福祉手当・
心身障害者福祉手当
( 区制度) の定例払月です

次
の
1
当
を
4
月
2
5日
ご
ろ
振
り
込

み
ま
す
。

□
人
工
肛
門
用
装
具
等
購
入
費
助
成
金

□
心
身
障
害
者
福
祉
手
当
(
区
制
度
)

・
難
病
患
者
福
祉
手
当

表
5

、
表
6
に
該
当
す
る
方
は
、
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

―
―
い
ず
れ
も
―
―

申
・
問
先
H
障
害
給
付
係
ま
た
は
各
福

祉
事
務
所
(
表
3
)

表5 心身障害者福祉手当

表6 難病患者福祉手当

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
情
報

走
り
ま
す
「
は
る
か
ぜ
」

結
び
ま
す
「
ま
ち
」を

4
月
1
日
か
ら
、綾
瀬
駅
・
K
役

所
・
西
新
井
駅
を
結
ぶ
5
・
3
肭
で
コ

ミ
ユ
ニ
テ
ィ
バ
ス
「は
る
か
ぜ
」を
連

行
し
て
い
ま
す
。停
留
所
数
H
1
4
カ

所
(
衣
8
)
　
運
賀
=
大
入
揃
円
、小

人
沺
円
定
員
=
3
7
人

□
定
期
券
・
回
数
券
取
り
扱
い
場
所

口
立
自
動
雎
交
通
㈲
(
綾
瀬
6
-
1
1
-

2
2
、午
前
9
時
～
午
後
5
時
、上
・

日
・
祝
日
を
除
く
)

(
5
6
8
2
)
6
2
9
4

㈱
レ
ス
ト
ラ
ン
・
ピ
ガ
ー
ル
(
区
役
所
1
4

階
、
午
前
1
0時
～
午
後
9
時
、
第
2
L

・
凵
を
除
ぐ
)(

3
8
8
0
)
5
5
3
3

※
回
数
券
は
バ
ス
の
中
で
も
販
売
し
て

い
ま
す

問
先
卜
交
通
計
両
係

表7　始発および最終時刻

表8　 コミュニティバス停留所

※ 連行所要畤関は約20分～30分( 綾瀬～西新井間) 崋1時間に2～3本程度遭行します
※運行時刻などくわしくはお問い合わせください
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足
立
区
清
掃
元
年
「
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
」
策
定

資
源
循
環
型
の
清
掃
・
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
を
推
進
し
ま
す

清
掃
事
業
は
、
こ
れ
ま
で
東
京
2
3
区
部
で
は
東
京
都
が
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、

4
月
1
日
か
ら
は
各
区
に
事
業
が
移
管
と
な
り
、
足
立
区
も
「
足
立
区
廃
棄
物
の

処
理
及
び
再
利
用
に
関
す
る
条
例
」
を
制
定
し
て
資
源
循
環
型
清
掃
・
リ
サ
イ
ク

ル
事
業
を
行
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
「
廃
棄
勧
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、
一
般
廃
棄

物
の
処
理
の
た
め
に
「
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の

計
画
で
は
、
足
立
区
の
地
域
特
性
を
踏
ま
え
つ
つ
、
清
掃
事
業
を
単
に
「
ご
み
を

処
理
す
る
た
め
の
事
業
」
か
ら
「
資
源
循
環
型
清
掃
・
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
」
に
転

換
す
る
た
め
の
方
向
性
を
示
し
ま
し
た
。

こ
の
計
画
の
期
間
は
、
清
掃
事
業
を
円
滑
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
都
が
平
成
9
年
1
2

月
に
策
定
し
た
「
東
京
都
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
(
東
京
ス
リ
ム
プ
ラ
ン
2
1
)

」
の
目
標
年
次
に
合
わ
せ
て
平
成
1
2年
度
か
ら
2
3年
度
ま
で
の
1
2年
間
と
し

ま
し
た
。

計
画
達
成
の
た
め
に
は
、
区
民
の
皆
さ
ん
、
事
業
者
、
行
政
の
協
働
が
不
可
欠

で
す
。
清
掃
事
業
の
移
管
を
「
足
立
区
清
掃
元
年
」
と
位
置
づ
け
て
、
資
源
循
環

型
社
会
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

清
掃
事
業
の
基
本
理
念

従
来
の
人
限
化
産
、
人
風
消
背
、
人

耻
廃
棄
と
い
う
社
会
は
既
に
限
界
に
き

て
い
ま
す
。
2
1
世
紀
に
は
、
生
産
・
淑

通
・
消
費
・
廃
棄
と
い
う
社
会
経
済
活

動
の
各
段
階
に
お
い
て
、
過
剰
な
資
源

の
艇
川
を
抑
制
す
る
と
と
も
に
廃
竟
物

の
発
生
も
可
能
な
限
り
抑
制
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
発
生
し
た
廃

僉
物
は
肖
使
川
・
冉
利
川
を
進
め
て
資

源
を
循
環
し
、
環
境
へ
の
負
荷
を
で
き

る
唄
り
削
減
す
る
社
会
を
目
指
さ
な
け

れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

今
後
区
で
は
、
資
源
循
叩
型
清
掃
・

リ
サ
イ
ク
ル
事
業
を
雛
延
し
て
い
く
た

め
、
①
廃
棄
物
の
発
生
を
抑
制
し
、
②

允
生
す
る
唯
粲
物
は
で
き
る
だ
け
資
源

化
し
、
③
ど
う
し
て
も
資
源
化
で
き
な

い
も
の
は
適
正
に
処
刈
す
る
、
と
い
う

優
先
噸
位
に
し
た
が
っ
て
、
清
掃
事
業

を
展
川
し
て
い
き
ま

す
。

こ
の
理
念
を
達
成
す
る
た
め
に
、
4

つ
の
基
本
方
針
と
2
3
年
度
ま
で
の
ご
み

の
排
出
目
標
を
定
め
ま
し
た
。

基
本
方
針
1

発
生
抑
制
お
よ
び

減
量
化
・
資
源
化
の
推
進

▽
ご
み
の
允
生
抑
制
に
取
り
組
む
　
▽

だ
れ
も
か
参
加
し
や
す
い
リ
サ
イ
ク
ル

シ
ス
テ
ム
を
整
備
す
る
　
▽
古
紙
、
び

ん
、
缶
の
分
刈
回
収
を
徹
氏
し
、
リ
サ

イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
の
拡
允
を
図
る
　
▽

ブ
ラ
ス
チ
レ
ク
裂
容
器
包
装
な
と
听
た

な
分
別
回
収
品
目
に
っ
い
て
検
吋
す
る

基
本
方
針
2

環
境
負
荷
の
少
な
い

適
正
処
理
の
推
進

▽
環
境
負
荷
の
よ
り
少
な
い
方
法
で
ご

み
の
適
正
処
川
を
推
進
す
る
　
▽
生
活
環
境

だ
け
で
な
く
、
地
球
規
模
の
躅
現

に
対
す
る
負
荷
を
最
小
に
す
る
た
め
、

※
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
導

人
し
て
環
境
負
荷
の
低
減
を
図
る

※
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

組
織
が
環
境
対
策
を
自
発
的
に
進
め
る
た
め

の
し
く
み
。
事
業
活
動
に
伴
う
璞
境
へ
の
負
両

を
把
嫦
、
評
価
し
、
環
境
に
対
す
る
経
営
方
叶

や
目
標
、
行
動
計
画
を
畑
げ
る
。
そ
し
て
計
画

実
施
に
あ
だ
っ
て
の
責
任
体
制
を
明
確
に
し
、
目

標
の
嫦
成
杖
碗
や
計
画
の
実
施
状
況
を
点
検

し
て
、
さ
ら
な
る
改
善
を
図
づ
て
い
く
と
い
う
手
順
を

會
む
。

基
本
方
針
3

区
民
、
事
業
者
、
行
政
の

役
別
分
担
と
協
働
の
推
進

▽
区
民
の
責
務
…
ご
み
の
発
生
抑
制
に

呪
め
る
と
と
も
に
分
別
の
徹
底
を
回

り
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
や
適
正
処
理

の
確
ほ
に
協
力
す
る
/
資
源
浪
費
型
の

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
か
ら
環
境
に
配
心
し

た
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
逃
択
す
る
よ
う

な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
転
換
す
る
　
▽
事
業

者
の
責
務
…
リ
サ
イ
ク
ル
し
や
す

い
製
品
や
有
害
物
資
吝
ま
な
い
製
品

を
設
計
、川
允
す
る
な
ど
の
環
境
に
配

心
し
た
嘔
業
活
動
を
行
う
/
リ
サ
イ
ク

ル
の
推
進
と
ご
み
の
適
正
処
理
の
確
保

に
協
ね
す
る
/
廃
齏
後
の
製
品
に
つ
い

て
は
、生
産
丹
や
収
売
政
が
回
収
・
リ

サ
イ
ク
ル
す
る
責
任
を
負
う
と
い
う
考

え
方
に
坊
づ
い
て
、廃
棄
物
問
題
に
柚

佃
的
に
収
り
糾
む
　
▽
区
の
責
務
…
自

ら
が
率
元
し
て
ご
み
の
発
上
抑
制
や
減

賦
化
、資
源
化
に
収
り
糾
む
/
区
民
、

巾
業
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
せ

る
よ
う
、柚
報
交
拠
な
ど
を
通
じ
て
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
の
コ
ー
テ
ィ
ネ
ー
タ
ー

と
し
て
の
役
割
を
川

っ
て
い
く

基
本
方
針
4

効
果
的
・
効
率
的
な
事
業

運
営
体
制
の
確
立

▽
清
掃
事
業
の
火
施
に
あ
た
っ
て
は
、
清
掃
担
当

部
門
の
み
が
扣
う
の
で
は
な

く
、
地
域
振
興
、
消
費
関
連
、
産
業
柚

叫
な
ど
他
部
門
と
辿
携
し
て
幅
広
い
斑

点
か
ら
収
り
絹
む
　
▽
ご
み
処
川
経
背

の
低
減
を
図
る
た
め
、
総
経
背
の
約
3

分
の
2
を
占
め
る
収
必
・
運
搬
部
門
(
表

1
)

に
っ
い
て
、
民
川
卜
業
領
城

と
の
役
割
分
担
を
明
確
に
し
、
効
率
的

な
収
集
越
搬
体
制
を
確
立
す
る

表1　部門別ごみ処理原価( 東京都)

( 資料) 東京都清掃局平成10年度廃棄物処理原価より作成

ご
み
の
減
量
と

リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進

ご
み
発
生
量
と
は
、
区
内
の
家
庭
系
お

よ
び
事
業
系
か
ら
発
乍
す
る
で
あ
ろ
う

ご
み
の
総
量
で
、
こ
こ
か
ら
発
生
抑
制

や
リ
サ
イ
ク
ル
で
減
は
し
た
砧
吸
が
飛

終
的
に
ご
み
と
し
て
処
理
す
る
こ
と
に

な
る
ご
み
排
出
量
で
す
。

柚
掃
嘔
業
を
実
施
す
る
う
え
で
、
将
来

の
ご
み
吸
を
推
計
す
る
こ
と
は
、
今
後

の
清
掃
事
業
の
規
模
や
発
牛
抑
制
策

を
麗
開
す
る
た
め
に
非
心
に
哦
要
で
す
。

ご
み
の
発
生
量
や
捐
出
叭
は
、
景
乱

動
向
を
反
映
し
ま
す
。
「
ご
み
量
の
将

来
予
測
」
で
は
、
ご
み
排
出
耻
は
1
8
年

吹
で
底
を
わ
ち
、
以
降
、
2
ね
ね
心
ま
で
け
け

乱
う
向
く
と
の
戸
拠
か
ら
、
漸

次
増
加
傾
向
に
あ
る
と
予
測
し
て
い
ま

す
。1

0
乍
度
に
火
施
し
た
ご
み
糾
成
了
の
調
査

(
物
流
批
計
)
に
よ
る
と
、
家
庭

か
ら
排
出
さ
れ
る
ご
み
の
巾
に
介
ま
れ

る
占
紙
飢
・
び
ん
・
陬
類
の
資
以
化
物

が
乍
川
で
1
万
6
3
8
t
、
率
に
し
て
約

1
0
%
弱
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
判
川

し
ま
し
た
。
一
方
、
嘔
業
系
か
ら
挧
川

さ
れ
る
ご
み
量
は
乍
間
で
1
0
万
千
7
3
t

と
皿
測
さ
れ
ま
す
。

今
後
、
家
庭
系
排
出
ご
み
に
含
ま
れ

て
い
る
占
紙
類
・
ぴ
ん
・
祐
類
の
で
分

を
資
源
化
す
る
こ
と
を
日
標
と
し
ま

す
。
ま
た
、
収
集
所
の
自
主
的
な
資
源

化
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
よ
り
、
1
2
年

度
か
ら
毎
年
約
2
%
削
減
し
、
2
3
年
度

に
は
事
業
系
排
川
ご
み
量
を
現
斤
よ
り

約
2
4
%
削

減
し
て
い
き
ま
す

こ
の
よ
う
な
厄
策
に
よ
り
、
1
8
年
度

か
ら
増
加
傾
向
へ
反
転
す
る
と
予
測
さ

れ
る
ご
み
排
出
量
を
減
ら
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。

▲ 分別して資源に

リサイクルバッグを

5人の方に ごみ減量クイズ

Q. 区民の皆さんが1世帯あたり、

毎日200g( あだち広報7部程度)

ごみの排出讎を減らすと、ごみの

処理にかかる経費は1年間で約何億

円( 1億円未満切り捨て) 節約

できるでしぷうか( ごみ量とごみ

倡理経貝は比例するものとしま

す) 。次の中から正しい答えを選ん

で く だ さい 。

1111おお　②11億円　③1
億円

※ 計算は、10年度のごみ処理原価57, 432
円( 表1) を碁に行ってください。また足
立区の世帯数は275, 140、1年間は365日と

します

正解者の中から抽選で5人の方に

リサイクルバッグをさしあげま

す。発表はバッグの発送をもって

かえさせていただきます。申込=

ハガキに正しい答えの番号と住所、

氏名、電話番号、「減量クイズ」と

明記　申先=清掃課計画係　〒120・

8510中 央 本 町1- 17- 1

ご
み
処
理
基
本
計
画

一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
の
個
別
施
策
は
、
図
1
の
と
お
り
で
す
。

図1　 ごみ処理基本計面生
活
排
水
処
理
基
本
計
画

一
般
廃
吸
物
処
理
基
本
計
川
に
は
、

生
町
川
水
処
理
坊
本
計
画
に
つ
い
て
も

定
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
測

肖
の
個
刈
施
策
は
図
2
の
と
お
り
で
す
。

足
立
区
の
卜
水
道
岬
岐
率
は
雌
に
9
9

%
を
達
成
し
て
い
ま
す
。
下
水
道
の

汗
及
地
城
で
は
、
し
尿
を
介
む
上
活
枇

水
は
で
き
る
限
り
公
共
下
水
道
に
よ
っ

て
処
川
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
残
存

す
る
一
般
家
庭
の
く
み
嗔
り
便
所

の
し
尿
は
、
基
本
的
な
区
民
サ
ー
ビ
ス

と
し
て
区
が
収
集
・
迎
搬
を
行
い
、東

京
2
3
区
清
掃
部
事
務
組
合
に
よ
り
処

分
を
行
い
ま
す
。事
業
活
動
に
什
っ
て

排
出
さ
れ
る
し
尿
混
じ
り
の
ビ
ル
の
地

卜
等
に
沈
殿
し
た
占
泥
お
よ
び
事
業
系

し
ぷ
は
、速
や
か
に
事
業
者
に
よ
る
処

堋
へ
の
穆
行
を
図
つ
て
い
き
ま
す
。

図2　生活排水処理基本計画

計画に関する
お問い合わせは

清掃課計画係
3880- 5111㈹へ

生
ご
み
処
理
機
を
購
入
す
る
方
に

補

助

金

を

交

付

ご
み
減
量
化
の
促
進
を
図
る
た
め
生

ご
み
処
理
機
(
ま
た
は
っ
ン
ポ
ス
ト
化

容
器
)
の
購
人
費
の
一
部
(
購
入
価
格

の
2
分
の
1
、上
限
は
1
万
円
)
を
補

助
し
ま
す
。　
対
象
=
区
内
在
住
の
方

で
、最
近
1
乍
川
助
成
を
受
け
て
ぃ
な

い
方
(
1
世
帯
1
台
限
り
)
　
問
先
=

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

鳥たち、魚たちは語る!

私たちの環境
11年度生物生息調査結果

地
球
で
は
、空
気
・
水
・
土
・
植
物
・
動
物
な
ど
の
様
々
な
も
の

が
、お
互
い
に
影
響
し
あ
っ
て
い
ま
す
。あ
ら
ゆ
る
生
き
物
が
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
中
で
生
き
て
い
る
の
で
す
。生
き
物
た
ち
は
環
境
を

表
わ
す
生
き
た
指
標
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

そ
こ
で
区
で
は
、現
在
の
環
境
を
皆
さ
ん
に
わ
か
り
や
す
く
知
っ

て
も
ら
う
と
と
も
に
、よ
り
よ
い
環
境
づ
く
り
に
生
か
す
た
め
、毎

年
野
鳥
や
川
の
魚
の
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

1
1年
度
の
調
査
で
は
。
冬
期
の
鳥
の
確
認
数
の
減
少
、
毛
長
川
で

は
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
(
絶
滅
危
ぐ
種
)
に
指
定
さ
れ
て
い
る
メ

ダ
カ
が
確
認
で
き
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
、
生
態
系
が
少
し
ず
つ
変
化

し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
身
近
な
自
然
や
環
境
に
目
を
向
け
、ど
う
し
た
ら
生
き

物
や
自
然
に
優
し
い
暮
ら
し
が
で
き
る
か
、考
え
て
見
ま
せ
ん
か
。

野
鳥
調
査

今
年
度
の
調
査
で
は
、4
2
種
2
千
匹

羽
確
認
さ
れ
ま
し
た
。確
認
種
類
数
は

叶
年
心
と
川
数
で
し
た
。確
認
個
休
数

を
み
る
と
、夏
期
は
平
年
収
み
で
し
た

が
、冬
期
は
川
年
よ
り
も
匹
刈
も
減
少

し
ま
し
た
。こ
れ
は
河
川
敷
の
数
力
所

で
進
行
中
の
工
事
が
影
響
し
て
い
る
と

思
わ
れ
ま
す
。

夏
期
の
川
た
で
は
、2
7
種
千
1
7
1
川
が
確
認

さ
れ
、最
も
多
か
っ
た
の
は
ム
ク

ド
リ
の
5
1
5
刪
、つ
い
で
ツ
バ
ズ
の
朗
羽

で
し
た
。そ
の
ほ
か
に
確
肥
さ
れ
た
も

の
は
、オ
オ
ヨ
シ
キ
リ
、コ
ア
ジ
サ
シ
、

ヒ
バ
リ
、ユ
リ
カ
モ
メ
、(
ク
セ
キ
レ

イ
、(
シ
ボ
ソ
ガ
ラ
ス
、セ
ッ
カ
、カ

ワ
ウ
な
ど
で
す
。冬
闃
の
調
介
で
は
、

3
2
種
千
m
利
か
確
認
さ
れ
に
、笘
多
か

ぶ
の
は
ユ
リ
カ
モ
タ
の
m
羽
、つ
い

で
オ
ナ
ガ
ガ
モ
の
心
羽
で
す
。ほ
か
に

は
、ム
ク
ド
リ
、(
ク
セ
キ
レ
イ
、ツ

グ
ミ
、カ
ワ
ウ
、(
シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス
、

キ
ン
ク
ロ
(
ジ
ロ
、ホ
シ
(
ジ
ロ
、ヒ

ド
リ

ガ
モ
な
と
が
確
認

さ
れ
ま
し
た

▲ ユ リ カ モ メ

鳥類調査結果

※ 確認種類数の計は重複したものを除く

魚
類
調
査

区
内
5
河
川
(
中
川
、毛
長
川
、荒

川
、哘
川
、花
畑
川
)
で
投
網
・
エ
サ

釣
り
・
ク
モ
鋼
な
ど
の
方
法
に
よ
り
魚
類

の
糾
介
を
行
い
ま
し
た
。5
河
川
煢

休
の
確
認
種
は
9
種
類
で
、迦
去
6
川

の
調
介
の
巾
で
柚
も
少
な
い
結
米
と
な

り
ま
し
た
。川
獲
数
が
5
7
2
叱
と
多
か
っ

た
の
は
毛
長
川
の
カ
ダ
ヤ
シ
と
垳
川
の

モ
ツ
ゴ
が
多
数
肓
ね
た
た
め
で
す
、と

く
に
毛
長
川
で
は
、カ
ダ
ヤ
シ
の
川
加

や
護
岸
工
事
に
よ
る
流
れ
の
変
化
な
ど

に
よ
り

、
塒
年
確
認
さ
れ
た
メ
グ
カ
が

姿
を
紳
し
て
し
ま

い
ま
し
た

▲ カ ダ ヤ シ

魚類調査結果

お問い合わせは

環境課 調査担当

3880- 5111㈹へ

竹
の塚
新
時代
がス
ター
ト

再
開
発
組
合
が

設
立
さ
れ
ま
し
た

3
月
2
7
日
に
、
東
京
都
か
ら
竹
ノ
塚

駅
四
日
巾
圸
区
巾
街
地
肖
闘
発
絹
介
の

設
な
が
認
可
さ
れ
ま
し
た
。
施
行
地
区

は
竹
ノ
塚
駅
西
川
の
赤
山
山
道
南
側
の

約
0
.
9
h
a
で
す
。

こ
の
嘔
業
に
お
い
て
再
開
発
組
合

は
、
地
区
幹
線
道
路
を
新
設
す
る
と
と

も
に
、
隣
接
す
る
三
つ
の
道
路
を
払
幅

し
ま
す
。
ま
た
、
地
ド
1
階
地
上
2
8
階

建
て
の
再
開
発
ビ
ル
に
は
、
約
2
3
0
戸
の

住
宅
と
食
料
臨
を
中
心
と
し
た
商
業
施

設
、
駐
嘔
川
・
町
輪
川
の
ほ
か
、
区
の

公
益
施
設
と
し
て
竹
の
塚
保
健
総
介
セ

ン
タ
ー
と
竹
の
塚
休
日
診
雄
所
の
移
転

を
叶
両
し
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、広
場

や
緑
地
も
整
備
す
る
予
定
で
す
。

再
開
発
糾
介
で
は
、1
2
年
度
巾
に
権

利
変
換
計
肖
の
認
叫
、そ
の
後
、1
3
年

炭
に
工
事
着
手
、1
5
年
度
完
成
を
川
指

し
ま
す
。区
で
は
、今
後
も
こ
の
再
開
発
事
業

を
支
援
し
、北
部
の
地
城
拠
点

に
ふ
さ
わ
し
い
竹
の
峨
の
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
き
ま
す
。　
問
先
=
都
巾
開
発

課
竹
の
塚
調
整
担
当

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹ ▲ 完 成 イ メ ー ジ

学

校
ア

ル

バ

ム

西保木間小学校
西保木間4- 2- 1

【教
育
目
標
】

人
間
尊
重
の
精
神
を
基
調
と
し
、生

沛
に
わ
た
る
学
習
の
坊
礎
を
珀
い
旺
会

の
変
化
に
主
体
的
に
対
応
し
、た
く
ま

し
く
生
き
る
心
豊
か
な
活
力
の
あ
る
児

砠
の
育
成
を
図
る

・
思
考
力
を
伸
ば
す

・
健
全
な
心
を
育
て
る

・
健
康
で
強
い
身
体
を
つ
く
る

・
楽
し
い
学
校
生
活
を
実
現
す
る

【沿
革
】

▽
昭
和
4
4
年
4
月
　
渕
江
第
二
小
学

校
、渕
江
小
学
校
よ
り
分
雌
開
校
　
▽

昭
和
5
1
年
4
月
　
竹
の
以
北
小
乍
校
、

溯
江
第
二
小
学
校
よ
り
分
離
開
校
　
▽

昭
和
6
3
乍
1
1
月
　
渕
江
第
二
小
乍
校
、

創
况
2
0
川
年
記
念
　
▽
平
成
7
年
1
0
月

竹
の
耶
北
小
学
校
、朗
し
2
0
川
年
記
念
▽
平

成
9
年
4
月
　
渕
江
第
二
小
学
校

と
竹
の
以
北
小
学
校
が
娩
介
し
、西
保

木
川
小
学
校
と
し
て
川
校
　
▽
平
成
1
2
年

3
川
永
現
在
　
卒
業
乍
総
数
泪
人

(
平
成
9
年
心
以
降
)
　
▽
平
成
1
2
乍

3
川
現
八
　
1
2
学
級
、児
巾
数
四
人

【木
村
雅
之
校
長
か
ら
】

校
章
の
「人
陽
」は
、岬
き
に
満
ち

た
将
家
に
向
か
っ
て
力
強
く
前
進
す
る

学
校
の
姿
を
表
し
て
い
ま
す
本
校
の
児
童

像
は
、ざ
ら
り
と
輝
く
鵈
で

す
。総

合
的
な
学
習
や
あ
い
さ
つ
運
動
な

ど
の
支
援
を
通
し
て
、笑
飢
の
あ
ふ
れ

る
学
び
舎
づ
く
り
に
努
め
ま
す

竹の塚中学校
西保木間4- 12- 13

【教
育
目
標
】

知
・
徳
・
休
の
調
和
の
と
れ
た
、川

際
社
会
で
信
頼
の
糾
ら
れ
る
生
阯
の
ぢ

成
を
日
指
し
、次
の
目
標
を
設
定
す
る
。

・
豊
か
な
心
と
健
よ
な
休
を
つ
く
る

・
深
く
考
え
、進
ん
で
実
践
す
る

・
互
い
に
尊
重
し
、平
和
な
社
会
を
つ

く
る

【
沿
革

】

▽
昭
和
4
5
年
4
月
　
渕
江
中
学
校
分
校

と
し
て
竹
の
塚
巾
学
仕
開
校
　
▽
昭
和

4
5
年
7
川
　
渕
汀
中
学
校
か
ら
簡
校
忿

に
移
転
　
▽
昭
和
5
3
・
5
4
年
度
　
区
教

育
委
員
会
研
究
奨
励
校
(
教
育
機
ぶ
を

利
川
し
授
業
を
よ
り
効
率
的
に
す
る
学
習

指
導
法
の
研
呪
)
　
▽
昭
和
5
8
・
5
9

年
度
　
区
教
育
委
員
会
研
究
奨
助
校
(
コ

ン
ビ
ュ
ー
ク
を
利
川
し
て
教
科
領

城
で
教
育
勧
果
を
品
め
る
指
導
法
の
研
究
)
　
▽
平

戊
1
1
年
1
1
月
　
創
立
3
0
川

年
記
之
　
▽
平
成
1
2
年
3
月
末
現
在
卒
業
生

総
数
6
千
朋
人
　
▽
平
成
1
2
年

3
月
現
在
　
8
学
級
　
生
徒
数
加
入

【牛
込
大
和
校
長
か
ら
】

昨
年
、地
域
や
保
護
者
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
に
よ
り
、3
0
川
年
記
念
行
事
を

盛
人
に
挙
行
で
き
ま
し
た
。ま
た
、デ

ィ
ベ
ー
ト
人
公
で
令
国
3
位
、
学
校
新

川
が
都
で
べ
選
な
ど
、
生
徒
も
頑
張
り

佗
を
添
え
ま
し
た
。
今
年
も
小
叫
模
校

の
良
さ
を
生
か
し
、
生
阯
の
自
己
火
現

を
さ
ら
に
強
力
に
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

◎ 4月29日～5月6日のごみ等の収集は、曜日どおり行います。《清掃課》
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く
ら
し
の
情
報

国
保
・
年
金

徴
収
嘱
託
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

対
象―
区
内
在
住
の
3
0
巌
か
ら
6
3
歳
ま

で
の
方
内
容
=
主
に
戸
別
勧
問
に
よ

る
国
民
健
康
保
険
料
の
襲
金
雇
用
期

間
=
8
月
1
日～
1
3
年
7
月
3
1
日
定

員
=
若
干
名

勤
務
条
件
=
月
1
8日
動

務
(
休
日
、
夜
間
支
a
む
)

給
与
=

基
本
給
(
日
額
5
T
勁
円
)
十
能
率
給

平
均
1
5
万
3
f
円
了
収
り
・
2
一
月
実

紬
)
申
込
=
自
筆
履
歴
潛
と
作
文

「
我
が
家
の
健
康
法
」
(
翻
字
程
度
)
を

持
参
選
考
方
法
=
膺
類
審
査
お
よ
び

而
接
期
限
=
5
月
1
9
日
申
'
問

先
=
滞
納
整
理
第
丁
一
・
二
係

国

保

協

定

旅

館

東
京
近
郊
の
旅
館
な
ど
が
割
引
料
金

で
利
用
で
き
ま
す
。

対
象
=
区
内
在

住
・
在
勤
の
方

申
込
=
施
設
へ
直
接

電
話
予
約
(
足
立
区
国
民
健
康
保
険
課

扱
い
と
告
げ
て
く
だ
さ
い
)
'
F約
が
と

れ
た
ら
国
保
ガ
イ
ド
4
7ペ
ー
ジ
の
利
用

券
(
国
保
課
・
区
民
事
務
所
に
も
あ
り

ま
す
)
を
持
参

※
協
定
旅
館

。覧
衣

は
1
2年
度
「
国
保
ガ
イ
ド
」
に
掲
載
。

料
金
な
ど
く
わ
し
く
は
直
接
施
設
へ
お

問
い
合
わ
せ
を

問
先
=
岡
民
健
康
保

険
課
庶
務
係

日
帰
り
健
康
施
設
【
割
引
券
】

皆
さ
ん
の
健
康
保
持
・
増
進
を
目
的

と
し
て
、
日
帰
り
健
康
施
設
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
疲
労
回
復
と
心
身
の

リ
フ
レ
″
シ
ュ
に
ご
利
川
く
だ
さ
い
(

割
引
券
は
1
2年
度
「
岡
保
ガ
イ
ド
」

に
つ
づ
り
込
み
に
な
っ
て
い
ま
す
)
。

マ
竹
の
塚
健
康
ラ
ン
ド
(
竹
の
塚
5
-

7
-
3
)

(
3
8
8
5
)
5
5
5
5

▽
か
す
か
べ
湯
元
温
泉
(
春
日
部
巾
ド

大
増
新
旧
6
6
1
1
)

0
4
8
(
7
3
3
)
1
1
2
6

問
先
=
国
民
健
康
保
険
課
庶
務
係

就
職
・
退
職
し
た
ら
手
続
き
を

岡
民
健
康
保
険
加
人
者
で
、
会
社
な

ど
に
就
職
し
て
職
場
の
健
康
保
険
に
加

入
し
た
方
や
、
そ
の
扶
養
家
族
は
、m

民
健
康
保
険
を
や
め
る
手
続
き
が
必
要

で
す
、
ま
た
、
会
社
な
ど
を
退
職
し
て

職
場
の
健
康
保
険
を
脱
退
し
た
方
や
、

そ
の
扶
養
家
族
は
、
国
民
健
康
保
険
に

加
入
す
る
手
続
き
が
必
髮
で
す
(
生
活

保
護
受
給
巾
の
方
、
在
留
期
間
が
1
年

未
満
の
外
圃
籍
の
方
は
除
く
)
。
届
け

出
が
遅
れ
た
場
合
、
保
険
料
は
退
職
日

の
翌
日
ま
で
(
最
長
2
年
)
さ
か
の
ぼ

っ
て
か
か
り
ま
す
が
、
医
療
給
付
は
原

則
と
し
て
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

加
入

申
込
=
職
場
の
健
康
保
険
を
や
め
た
証

明
河
(
資
格
喪
失
証
明
書
、
離
職
象

、

退
職
証
明
潛
な
ど
や
め
た
月
日
が
確
認

で
き
る
も
の
)
/

国
民
健
康
保
険
証
(

家
族
が
す
で
に
国
民
健
康
保
険
に
加

人
し
て
い
る
附
帯
)
/
7
0歳
未
満
の
方

で
、
厚
生
年
金
、
共
済
年
金
(
国
氏
年

金
を
除
く
)
の
受
給
資
格
の
あ
る
方
は

年
金
証
潛
(
年
金
受
給
開
始
時
に
屈
い

た
、
被
保
険
者
期
間
の
記
載
さ
れ
て
い

る
も
の
)

喪
失
の
届
出
U
勤
務
先
の

健
康
保
険
証
/
国
民
健
康
保
険
証
を
窓

凵
に
持
参

※
変
更
後
1
4凵
以
内
に
F

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

申
先
卜
国
民

健
康
保
険
課
ま
た
は
各
K
民
嘔
務
所

問
先
U
資
格
賦
課
係

▽
6
・
7
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
が
な
い
も
の

は
区
役
所
代
表
へ
　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

▽
定
員
に
先
着
順
と
あ
る
も
の
は
4
月
1
0日
か
ら
受
け
付
け

凡例

申
込
…
申
し
込
み
方
法
　
期
限
…
申
し
込
み
期
限

場
・
申
・
問
先
…

場
所
・
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

4
月～
6
月
分
納
付
書
を
お
送
り
し
ま
す

1
2
年
度
国
民
健
康
保
険
料
の
通
知
J
‥

と
4
H～
6
月
分
納
付
潛
を
、
4
月
1
4

日
に
発
送
し
ま
す
。
た
だ
し
、
今
回
通

知
す
る
保
険
料
は
、
1
1年
度
住
民
税
額

を
も
と
に
仮
計
算
し
て
あ
り
ま
す
。
1
2

年
度
保
険
料
は
。
1
2年
度
住
民
税
額
が

決
定
し
た
時
点
で
再
計
算
し
ま
す
の

で
、
7
月
以
降
に
改
め
て
決
定
金
額
を

通
知
し
ま
す
。
な
お
、
4
0歳
以
上
6
5歳

未
満
で
国
保
に
加
人
し
て
い
る
方
は
、

介
護
保
険
料
が
加
算
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
先
卜
資
格
賦
課
係

安
心
な
老
後
に
国
民
年
金

□
国
民
年
金
の
手
続
き
は
お
済
み
で
す

か
2
0歳
(
学
生
も
き
む
)
か
ら
印
歳
ま

で
の
方
は
、
必
ず
国
民
年
金
・
厚
生
年

金
・
共
済
年
金
の
い
ず
れ
か
の
年
金
に

加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
、

▽
ま
だ
年
金
に
加
入
し
て
い
な
い
方
ま

た
は
会
社
を
や
め
て
厚
生
年
金
の
資
格

を
喪
失
し
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
方
・
:

加
人
の
予
続
き
が
必
要
で
す

マ
国
民

年
金
加
入
者
で
就
職
し
て
が
生
年
金
等

に
加
人
し
た
方
・
:喪
失
の
手
続
き
が
必

要
で
す

マ
2
6歳
以
F
の
方
・
:国
民
年

金
加
人
の
届
け
出
を
し
て
い
な
い
方
に

も
年
金
f
帳
と
納
付
潛
を
お
送
り
し
ま

す

問
先
=
適
用
係

□
国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ

り
ま
せ
ん
か

H
年
度
の
納
付
古
は
4
月
2
8
日
を
過

ぎ
る
と
使
川
で
き
ま
せ
ん
。
お
早
め
に

納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

問
先
n
保
険

料
係

□
国
民
年
金
保
険
料
前
納
割
り
引
き
利

用
の
お
す
す
め

4
月
中
に
国
民
年
金
保
険
料
を
1
年

分
ま
た
は
6
ヵ
川
分
ま
と
め
て
納
め
る

と
保
険
料
が
安
く
な
り
ま
す
。
4
月
の

初
め
に
お
送
り
し
た
納
付
書
に
は
、
1

乍
前
納
川
と
6
ヵ
月
前
納
用
の
納
付
書

も
つ
い
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

問
先
=
保
険
料
係

生
活
環
境

戸
籍
の
届
け
出
に

つ
い
て

国
勢
調
査
年
の
た
め
、人
口
勁
態
と
、

厚
生
行
政
の
基
礎
資
料
を
得
る
こ
と
を

日
的
に
。
4
月
1
日～
1
3
年
3
月
3
1
日

(
例
外

あ
り
)

の
明
悶

、
出

生
・
死

亡
・
・死
産
・
婚
姻
お
よ
び
離
婚
な
ど
戸

篇
の
届
け
出
に
際
し
、
職
業
襴
の
‥
'‘人

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
先
=

戸
籍
住
民
課
届
出
係

北
千
住
駅
周
辺
を

美
化
推
進
地
域
に

指
定
し
ま
し
た

美
化
推
進
地
域
の
指
定
は
「
足
か
区

ま
ち
を
き
れ
い
に
す
る
条
例
」
に
基
づ

い
て
行
う
も
の
で
、
今
回
が
初
め
て
の

指
定
で
す
。
指
定
に
先
ひ
ち
、
地
域
で

は
、
町
会
・
自
炎
气

商
店
街
、
拾
人

ク
ラ
ブ
、
嘔
業
所
、
官
公
男
か
ら
な
る

「
北
r
住
地
域
美
化
推
進
協
議
会
」
が

発
足
し
ま
し
た
。
F
住
を
き
れ
い
な
ま

ち
に
す
る
た
め
、
様
々
な
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
先
=
地
城
支
援

北千住駅周辺美化推進地域略図

学
校
開
放
担
当
課
が

変
わ
り
ま
し
た

4
月
1
日
か
ら
学
校
開
放
の
扣
肖
課

が
教
育
委
い
公
乍
涯
敦
育
部
生
漉
教
育

推
進
課
か
ら
敦
育
費
M
会
体
育
振
興
担

当
課
(
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
内
)

に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

(
3
8
5
9
)
3
4
2
2

住
居
表
示
板
を

紛
失
し
た
方
へ

住
牌
表
小
実
施
済
み
の
K
域
で
、
家

擢
の
玄
関
な
ど
に
取
り
付
け
て
あ
る
住

端
衣
示
板
(
緑
色
の
ア
ル
ミ
板
)
を
破

損
・
紛
失
し
て
し
ま
っ
た
方
に
、
窓
川

で
新
し
い
住
居
表
示
板
を
無
料
で
再
交

付
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
こ
し
く

だ
さ
い
。・
申
・
問
先
L
尸
籍
住
民
課
住

呵
衣
示新

交
通
建
設
事
務
所

を
開
設
し
ま
し
た

都
で
は
、
日
暮
咀
・
舎
人
線
を
は
じ

め
と
し
た
新
交
通
整
備
事
業
の
執
行
体

制
強
化
を
日
的
と
し
て
、
新
交
通
建
設

事
務
所
を
開
汲
し
ま
し
た
。

問
先
=

郤
・
新
交
通
建
設
事
務
所

荒
川
区
西

日
峰
叭
5
-
2
6
-
8
ス
ズ
ヨ
シ
ビ
ル

(
3
8
0
5
)
7
8
2
0

ま
た
は
区
・
都
市
交
通
課
日
暮
唄
・
お

人
線
推
進
担
当
係

生
産
緑
地
地
区
の

指
定
の
申
請
を

受
け
付
け
ま
す

生
産
緑
地
地
区
の
指
定
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
申
品
を
し
て
く
だ
さ
い
。

期
間
u
4
月
1
2
口～
1
8
日
、
午
前
9
時～

午
後
4
時
3
0分

場
所
H
都
市
計
画

係

必
要
書
類
=
指
定
申
請
占
(
登
が一

簿
謄
本
・
公
図
ま
た
は
実
測
図
一
案
内

凶
/

同
意
跂
(
同
意
者
全
貝
の
印
鑑

登
録
証
明
潛
)
/
農
地
等
明
細
潛
/
営

牋
概
要
書
/
念
沢
(
該
当
者
の
み
)
/

現
況
写
真

※
受
付
閘
間
終
r
後
に
現

地
調
査
を
p
定

問
先
=
都
巾
計
'
S
;係

ま
た
は
農
産
係

地
域
で
環
境
美
化

活
動
を
行
う
団
体
に

助
成
「
実
践
モ
デ
ル

地
区
」
募
集

「
あ
し
た
の
足
な
を
つ
く
る
区
民
協

議
会
」
で
は
、
決
め
ら
れ
た
テ
ー
マ
に

沿
っ
て
1
年
間
活
助
で
き
る
団
体
を

「
実
践
モ
デ
ル
地
区
」
と
し
て
指
定
し
、

助
成
金
の
交
付
や
各
種
収
集
に
よ
り
丈

援
し
ま
す
。
テ
ー
マ
=
地
域
か
ら
は

じ
め
よ
う
'
・
ま
ち
の
環
境
美
化

対

象
―
町
会
・
自
治
会
・
商
店
街
な
ど
の
K

内
地
緑
団
体

募
集
数
=
1
6団
体

申
込
=
電
話

期
限
=
4
月
2
8日

申

・
問
先
H
地
域
支
援

掲
示
板

□
荒
川
ク
リ
ー
ン
エ
イ
ト
春
の
ク
リ

ー
ン
作
戦

日
時
n
4
月
回
日
、
1
0時
1

叭
午

場
所
=
千
佳
新
橋
L
流
右
岸

費
用
H
無
料
※
弁
肖
・
汁
わ
ん
を
持

っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。
肖
日
は
と
ん
汁

が
出
ま
す

申
・
問
先
卜
荒
川
ク
リ
ー

ン
エ
イ
ト
・
フ
ォ
ー
フ
ム

(
3
6
5
4
)
7
2
4
0

□
自
衛
隊
一
般
・
飛
行
・
技
術
幹
部
候

補
生
募
集
期
間
0
4
H
1
0
日
～
5
月

1
2日

資
格
=
2
2
歳
以
L
2
6歳
米
満
(

大
学
院
修
士
課
程
終
了
者
は
2
8巌
末

満
)

試
験
日
卜
5
月
2
7口
・
2
8日

間
先
=
自
衛
隊
足
皀
募
集
亊
務
所

(
3
8
8
1
)
8
0
9
{
り

□
東
京
都
立
皮
革
技
術
セ
ン
タ
ー
施
設

公
開
日
時
0
4
月
1
7
日
丱
、
午
前
1
0

時
～
午
後
4
時
内
容
=
謡
演
「
コ
ラ

I
ゲ
ン
の
利
川
」
/
や
ぶ
。鞍
室
/
相

談
コ
ー
ナ
ー
/
ビ
デ
オ
L
映
「
皮
'・
*の

で
き
る
ま
で
I
ピ
ヴ
グ
ス
キ
ン
ー
」
/

施
設
公
開

費
用
=
無
料

場
・
問

先
卜
車
泉
都
立
皮
革
技
術
セ
ン
タ
ー

(
3
6
1
6
)
1
6
7
1

□
女
性
の
権
利
I
I
o
番
(
離
婚
・
暴

力
・
セ
ク
(
ラ
)
日
時
=
4
月
1
5
日

出
、午
前
1
0
時
～
午
後
4
時
申
込
卜

電
話
(
当
日
の
み
)

(
3
5
9
3
)
0
1
4
1

問
先
1
朿
京
卯
護
L
会
人
権
課

(
3
5
8
1
)
2
2
0
5

□
登
記
事
務
の
停
止
期
間
日
‥
4
月
1
1

凵
～
約
4
ヵ
月
間
対
象
区
域
H
加
貿

皿
沼
町
・
北
鹿
浜
町
・
谷
在
家
町
の
全

域
、L
沼
Ⅲ
町
・
人
谷
町
・
舎
人
町
・

北
堀
之
内
町
・
肌
沼
气
r
目
の

。部

対
象
事
務
H
不
動
産
登
>記
/
登
記
事
項

の
乱
明
訝
/
び
記
剌
項
要
約
書
/
閲
覧

問
先
=
東
京
法
務
局
城
北
出
張
所

(
3
6
0
3
)
4
3
0
5

フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト

申
込
方
法
が
「
往
復
ハ
ガ
キ
」
の
場

合
は
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を

明
記
し
そ
れ
ぞ
れ
の
代
表
者
ま
で

=
開

催
=

▼
4
月
2
3
日
韭
ル
ミ
ネ
北
千
住
屋
上

午
前
1
0
時
1
午
後
4
時
※
雨
天
時
4

月
3
0
卜
/
网
区
画
/
ル
ミ
ネ
北
千
住
店

戛
部
　
(
3
8
8
8
)
7
5
5
2

=
出
店
者
募
集
U

▼
4
月
1
6日
高

北
千
住
イ
ベ
ン
ト
広

場

午
前
9
時
～
午
後
3
時

※
雨
天

中
止
/
圓
区
画
/
出
店
料
千
円
/
電

話
/
大
鳥

(
3
8
8
0
)
8
2
2
2

▼
4
月
2
9日
照一
北
千
住
イ
ベ
ン
ト
広

場

午
前
9
時
～
午
後
3
時

※
雨
天

中
止
/
劭
区
画
/
出
店
料
で
円
/
電

話
/
安
藤

(
3
8
1
5
)
4
8
8
7

▼
4
月
3
0日
面

区
有
地
(
南
花
畑
1
1
2
)

午
前
9
時
～
午
後
3
時

※

雨
天
中
止
/
6
0ぼ
画
/
出
店
料
千
円
/

電
話
/
高
橋

(
3
8
4
0
)
2
1
9
0

▼
4
月
3
0日
㈲

佐
野
八
百
免
公
園

午
前
1
0
時
～
午
後
3
時
※
雨
天
時
5

月
7
日
/
6
5
K両
/
出
店
料
千
円
/
電

話
/
山
崎

(
3
8
5
3
)
9
3
9
2

▼
5
月
3
日
面
北
千
住
イ
ベ
ン
ト
広

場
午
前
1
0
時
～
午
後
3
時
※
雨
天

中
止
/
8
0
K
両
/
出
店
料
T
円
/
電

話
/
金
r

(
3
7
0
1
)
8
0
8
6

▼
5
月
2
0
日
出
北
千
住
イ
ベ
ン
ト
広

場
午
前
1
0
時
～
午
後
2
時
3
0
分
※

雨
>
火
中
止
/
臾
区
画
/
出
店
料
翻
円
/

往
復
(
ガ
キ
(
5
月
8
日
必
着
)
※

駐
巾
賜
希
9
右
無
川
記
/
〒
1
2
0
・
0
0

0
1
人
谷
川
団
地
内
郵
便
り
留

小
山

0
7
0
(
5
0
8
7
)
8
9
6
4
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催し物ガ

イ

ド

水
洗
化
工
事
融
資

あ
っ
せ
ん
金
利
の
改
定

内
容
卜
水
洗
化
工
事
(
水
沈
便
所
へ
の

切
口
換
え
、
浄
化
槽
の
撤
去
、
排
水
設

備
の
般
召
の
資
忿
に
お
咽
り
の
み
に
、

。
定
の
条
件
で
融
資
あ
っ
せ
ん
を
行
い
、

利
f
の
一
部
を
補
給
し
ま
す
。
融
資

額
1
5
万
円～
3
5
万
円
金
利
=
▽
貸

付
金
利
…
a
%
マ
利
川
者
負
担
…
u
%

マ
区
袖
給・・・
1
.
1
%
(
1
2

年
4月
1

日
受
付
分
よ
り
適
川
)
※
!
:嘔着
:
1
1

後
の
受
け
付
け
は
で
き
ま
せ
ん
。必

ず
肴
f前
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
申

・
問
先
=計
両
鯛
整
課
助
成
係

沖
谷
公
園
・
中
郷
公
園
が

開
園
し
ま
す

◆
沖
谷
公
園
(
谷
中
4
1
8
1
5
)

園
内
に
は
ブ
ラ
ン
コ
や
ス
プ
リ
ン
グ

遊
具
、
滑
幺
四
、
巾
い
す
の
方
も
使
え

る
ト
イ
レ
な
ど
が
般
置
さ
れ
、ま
た
、

花
の
咲
く
木
も
植
え
ま
し
た
。

◆
中
郷
公
園
(
西
新
#
1
2
9
1
5
)

プ
ー
ル
を
撤
去
し
て
じ
ゃ
ぶ
じ
ゃ
ぶ

池
を
作
り
、多
数
の
避只
も
新
設
、ト

イ
レ
も
身
障
者
対
応
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、園
内
に
叨
株
ほ
ど
の
ア
ジ
サ
イ

銜
植
え
、明
る
く
楽
し
い
空
間
に
な
り

ま
し
た
。

問
先
=公
園
緑
地
課

足
立
の
民
謡
を
広
め
る
会

「
保
木
間
節
」

足
立
に
伝
わ
る
民
謡
を
歌
い
継
ぎ
ま

し
ょ
う
。
日
時
=
4
月
1
6
日
剛
、
午

前
9
時
4
5
分
開
演
場
所
H
ギ
ャ
ラ
ク

シ
テ
ィ
・
、
内
新
井
文
化
ホ
ー
ル
　
費

用
=
無
料
申
込
=
当
H
直
接
会
場
へ

問
先
=
文
化
振
興
係

東
京
足
立
少
年
少
女

合
唱
団
第
3
2
期
生

団
員
募
集

対
象
0ジュ
ニ
ア
ク
ラ
ス
:小
学
2～
4

年
生
男
女
/シ
ニ
ア
ク
ラ
ス
:小
学
5

・
6
年
生
叭一女
、中
学
1年
生
女・
f

面
接
=
5月
2
1明
午
前
1
0時
、教
育

研
究
所

指
導
者
=薬
師
神
武
夬
氏

費
用
(
月
瀬
)
=ジュ
ニ
ア
ク
ラ
ス
…

千
9円
/
シニ
ア
ク
ラ
ス・
:
3千
円
/

そ
の
ほ
か
制
服
代
申
込
=申
込
川
紙

に
記
人
の
う
え
、而
接
目
に
保
護
者
同

伴
で
お
こ
し
く
だ
さ
い
(川
紙
は
、文

化
振
興
係
・
区
内
小
中
学
佼
・
公
社
各

セ
ン
タ
ーに
あ
り
ま
す
)

問
先
=文
化
振
眤
(係

子
ど
も
週
間

「
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
ラ
ン

ド
」を
作
っ
て
遊
ぼ
う

ダ
ン
ボ
ー
ル
や
牛
乳
パ
y
ク
で
、お

も
ち
ゃ
や
遊
園
地
な
ど
を
作
り
ま
す
。

日
時
a
4月
1
9日～
5月
2日
、午
後
2

時
対
象
=小
学
乍
お
よ
び中
学
生

費
用
=
無
料
申
込
=当一日
直
接
会
賜

へ

場
・
問
先
‥
1叫
保
木
間
児
呶
館

(
3
8
8
4
)
1
1
1
4

少
年
活
動
を

応
援
し
ま
す

□
自
然
の
な
か
で
大
冒
険
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
キ
ャ
ン
プ

自
然
環
境
の
ド
で
の
艮
期
に
わ
た
る

様
々
な
野
外
活
動
体
験
を
通
じ
て
、
自

ら
考
え
、
し
人
し
、
行
動
す
る
こ
と
の

で
き
る
力
を
掎
い
ま
す
。
賢
休
み
の
実

に
4
分
の
I
を
占
め
る
長
期
キ
ャ
ン
プ

で
お
も
い
き
り
自
然
体
験
し
て
み
ま
せ

ん
か
、
期
間
=
7
月
2
9
日
～
8
月
7

日
場
所
=栃
木
県
矢
板
巾
「
県
民
の

森
」
対
象
卜
K内
在
住
の
小
学
5年

生
か
ら
中
学
3年
生
ま
で
で
、ジ
ュ
ニ

ア
リ
ー
ダ
ー研
修
会
の
修
f矜
ま
た
は
9

講
中
の
方
定
員
H
6
0入稗
度
(選

考
)
費
用
卜
3万
2千
円
程
度
(食

材
費
・
交
通
費
な
ど
)
申
込
=所
定

の
中
込
潛
に
記
人
の
う
え
、郵
送
ま
た

は
持
参
※
中
込
書
は
4川
中
旬
か
ら

少
年
育
成
係
、住
ぽ
セ
ン
タ
ー
窓
口
や
f

ど
も
会
を
と
お
し
て
配
付
期
限
=
5

月
2
9日

□
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
募
集

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ン
プ
明
間

中
、
fど
も
た
ち
の
班
つ
、きリ
ー
ダ
ー

と
し
て
参
加
で
き
る
高
校
生
以
上
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ーを
募
集
し
ま

す
。子
ど
も
会
活
動
な
ど
に
関
心
が
あ

り
、キ
ャ
ン
プ
全
日
程
と
呶
前
・
恥
後

研
修
会
、現
地
調
査
な
ど
に
参
加
で
き

る
方
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。く
わ
し

く
は
、お
問
い
(易
せ
く
だ
さ
い
。

□
君
も
き
て
み
ま
せ
ん
か
　
ジ
ュ
ニ
ア

リ
ー
ダ
ー
研
修
会

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
と
は
、
'
r
ど
も

会
な
ど
で
み
ん
な
の
リ
ー
ダ
ー
と
な

り
、
地
域
で
活
躍
す
る
中
学
生
や
高
校

生
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
研
修
で
は
、

実
際
に
ゲ
ー
ム
な
ど
を
し
な
が
ら
4
つ

の
コ
ー
ス
で
段
階
的
に
楽
し
く
学
が
し

ま
す
。
日
時
等
u
表
1

表1　ジュニアリーダー研修会日程

崇吝コースとも主に1・日曜日興偕,足舅・申込方法なとくわしくはお問い合わせください

□
少
年
活
動
リ
ー
ダ
ー
講
座
　
「
H
O

W
T
O

キ
ャ
ン
プ
」

野
外
活
動
の
指
導
者
と
し
て
必
要
な

知
識
と
実
技
(テ
ン
ト
設
営
・
野
外
炊

嘔
な
ど
)を
学
び
ま
す
。修
了
者
に
は

修
r証
を
交
付
し
ま
す
。※
修
r証
は

夏
休
み
期
問
中
に
開
設
さ
れ
る元
渕
江

公
園
少
年
キ
ャ
ン
プ
場
の
利
用
時
に
必

要
で
す
日
時
等
卜
表
2
対
象
=
1
6

歳
以
Lで
4少
年
の
青
成
活
動
に
携
わ

っ
て
い
る
方
講
師
=
二
一
三
太
氏

費
用
=
忸一
料
(
材
料
費
の
み
実
費
)

申
込
=電
話
期
限
Ⅱ
5
月
1
2日

□
区
内
少
年
キ
ャ
ン
プ
場
開
設

少
年
団
体
の
野
外
活
動
を
支
援
す
る

た
め
、哽
休
み
期
間
中
、元
溯
江
公
園

内
に
小
さ
な
キ
ャ
ン
プ
場
を
開
設
。キ

ャ
ン
プ
川
品
も
貸
し
出
し
ま
す
。期

間
卜
7
月
背
～
8
月
3
1
凵
了
泊

2
日
コ
ー
ス・
:午
後
1時
1翌
日
の
午

前
1
1時
▽
日
帰
り
コ
ース・
:午
前
1
1

時
1午
後
9時
対
象
=区
内
少
年
M

休
等
(利
Ⅲ
者
1
5入に
つ
氛
教
膏
委

讐
指
定
講
座
叺
了
者
―
人
ぶ

嬰
)

申
込
=往
復
(ガ
キ
に
団
体
名
、代
表

者
の
住
所
、氏
名
、電
話
乕
4
、「
キ

ャ
ン
プ
場
利
用
希
望
」あ
る
い
は
「
キ

ャ
ン
プ
川
品
外
部
貰
出
希
芭
と
明
記
(

咀
複
申
込
無
効
)
　期
限
=
5
月
1
8

日
必
着
キ
ャ
ン
プ
場
抽
選
受
付
等
H

キ
ャ
ン
プ
場
受
付
番
号
を
符
番
し
た
(

ガ
キ
を
送
付
し
ま
す
の
で
、そ
の
(
ガ

キ
を
5月
2
9日剛
、区
役
所
で
行
う
抽

央
だ
必
ず
持
参
>。抽
選
に
よ
り
受
け

順
位
を
決
定

―
―
い
ず
れ
も
―
―

申
・
問
先
=
少
年
育
成
係
〒
s
・
8
5

1
0中
央
本
町
―
-
1
7
1
1

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

表2 HOW　 TO キャンプ日程

第
3
4
回
足
立
区
展

作
品
募
集

日
程
等
―衣
3
規
定
=表
4
(個
人

作
品
に
隕
る
)
対
象
O
K内
在
住
・

在
勤
・
在
学
の
方
費
用
=洋
肖
・
彫

刻…
1点
2
'ド円
/宍
道
・
写
夥・・
I

点
千
円

※
中
学
生
以
ド
、
障
害
者
の

方
は
無
料
申
込
=所
定
の
中
込
潛
に

記
人
の
う
え
、
作
品
搬
入
日
に
各
会
場

で
受
付
※
申
込
蹲
は
、
文
化
振
興
係

お
よ
び
乍
涯
学
習
振
興
公
社
各
施
設
に

あ
り
ま
す
問
先
U文
化
振
興
係

表3　区展日程

●印の日程の最終日は午後5眄まで
表4　区展出品規定

子
育
て
セ
ミ
ナ
ー

「
幼
児
の
た
め
の
簡
単

ク
ッ
キ
ン
グ
」

日
時
=
5
川
1
8
日
・
6
月
I
・
1
5
・
`
一

日
、い
ず
れ
も
木
噸
日
、午
前
1
0
時
～

正
午
対
象
=
幼
児
(
I
～
4
歳
)
の

い
る
殴
講
師
=澤
津
節
子
氏
(料
理

研
究
家
)
定
員
u
1
5人(抽
選
)

費
用
=
マ
材
料
費
2千
円
マ
保
育
保

険
料
○
円
(保
育
を
希
望
さ
れ
る
方
の

み
)
申
込
=往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
、年
齢
、お
fさ
ん
の
名
前・
年

齢
、保
育
希
望
の
有
無
を
記
入

期

限
=
4月
2
5凵必
着
申
・
問
先
=青

年
セ
ン
タ
ー
〒
1
2
3
・
0
8
4廴四
新

井
―
-
4
-
1
7

(
3
8
9
0
)
0
0
6
1

施

設

見

学

会

日
時
=
マ
団
体
=
・
5
月
9
H
㈹
、
1
0
H

團
、
1
2
日
t
マ
個
人
・
・
・
5
H
1
1
日
Ⅲ
、

午
前
9時
3
0分～
午
後
4
時
(予
定
)

コ
ース
=
表
5
対
象
=
区
民

定

員
=各
日
2
3λ(抽
選
)
※
団
体
は
1
5

人
以
L
、個
人
は
3
人
ま
で

費

用
H
無
料
申
込
=
往
復
(
ガ
キ
に
希

望
日
(
第
2希
麗
ま
で
可
)
、参
加
者

全
貝
(団
体
は
代
表
者
の
み
)の
住
所
、

氏
名
、年
齢
、電
話
番
号
、「
施
設
見

哭
と
と
明
記
期
限
U
4月
2
0日必

着
申
・
問
先
=広
報
課
〒
1
2
0
・
8
5
1
0

巾
火
本
町
1
-
1
7
-
1

表5　見学コース

花だより

ト ラデ ス カ ンティア

―胡蝶の舞―

園芸店で兄かけたこの観襲植物は
、

緑の麭がところどころピンク色に染
まっていて、蠑が軅- 3ているようで
す。「胡蝶の芻」という名前がぴった
りで思わず捐いてみたくなりました。
トラデスカンテ彳アはツユクサ科で。
胡髴lの舞のほかにもたくさん品種が
あるそうです。
絵と文: 山田初江さん(奥野二丁目)

「
女

性

総

合

セ

ン

タ

ー

」を

ご

存

じ
で

す

か
?

「エ
ル
・
ソ
フ
″ア
」の
愛
称
名
で

親
し
ま
れ
て
い
る
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー

は
、女
性
問
遮
の
解
決
の
た
め
に
様
々

な
活
動
を
行
っ
で
い
ま
す
。

日
本
で
初
め
て
の
女
性
知
嘔
が
。大

阪
府
に
誕
生
し
ま
し
た
が
、日
本で
は

知
事
だ
け
で
な
く
、閣
僚
や
議
員
の
数

も
、諸
外
国
に
比
べ著
し
く
少
な
い
の

が
現
実
で
す
。今
な
お
聊
メ
ス
テ
。

ク
ハ
イ
オ
レ
ン
ス
」が
問
閣
に
な
っ

て
い
る
よ
う
に
、配
偶
者
な
ど
の
暴
力

に
虐
げ
ら
れ
て
い
る
女
性
も
た
く
さ
ん

い
ま
す
。
f育
て
や
介
護
も
、ま
だ
ま

だ
女
性
に
押
し
付
け
ら
れ
る
傾
向
が
あ

り
ま
す
。職
場
で
の
男
女
の
賃
金
格
差

に
も
人
き
な
も
の
が
あ
り
、不
況
な
ど

を
理
山
に
解
雇
さ
れ
る
の
も
、た
い
て

い
女
性
が
男
性
よ
り
先
に
な
り
ま
す
。

そ
ん
な
不
利
な
状
況
の
中
で
「
セ
ク
シ

ュ
ア
ル
バ
ラ
ス
Xン
ト
」の
被
害
に

悩
んで
い
る
女
性
も
い
ま
す
。

女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
は
、女
性
が
抱

え
て
い
る
様
々
な
岡
題
の
解
決
と
、女

性
の
地
位
の
向
上
を
口
指
し
、次
の
よ

う
な
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

マ
男
女
共
生
社
会
に
向
け
て
の
行
動
計

肖
の
策
定・
推
進
/専
門
の
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
に
よ
る
な
性
棚
談
/女
性
問
題
を

学
ぶ
た
め
の
各
捶
講
座
/女
性
団
体
・

グ
ル
ー
プ
の
活
動
の
支
扱
、交
流
の
捌

の
提
供
/男
女
唹
等
の
視
点
に
な
っ
た

関
潛
・
ビ
デ
オ・
資
料
の
収
集
、貸
し

出
し女

も
男
も
、い
き
い
き
と
佃
性
や
能

力
が
発
押
で
き
る
社
会
づ
く
り
を
日
指

す
攵
性
総
合
セ
ン
ター
を
、
ぜ
ひ
ご
利

川
く
だ
さ
い
。

□
女
性
団
体
の
学
習
活
動
を
支
援
し
ま

す
今
年
度
か
ら
制
度
が
変
わ
り
ま
し

た
。
く
わ
し
く
は
、女
性
総
合
セ
ン
タ

ーに
あ
る
募
集
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
対
象
=区
内
に
活
動
の
主
体
を

置
き
、区
内
在
住
・
在
勤
の
方
が
7人

以
L
(
女
性
が
7
削
以
L
)
の
閲
体

内
容
=女
性
問
題
の
解
決
を
日
的
と
し

た
公
開
の
学
習
会
ま
た
は
公
開
の
講
演

会
の
た
め
の
講
帥
派
遣
お
よ
び
そ
の
費

川
の
一
部
の
援
助
支
援
団
体
数
=前

期
8・団
体
、後
期
7団
体
申
込
=所

定
の
中
込
肖
を
提
出
期
限
=
▽
前
期

・
:
5
H
3
1
H
　
マ
後
川・・・
1
0月2
0日

※
と
も
に
必
着

□
「グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
ヴ
ィ
ー
ア
イ

ム
」に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

日
常
の
さ
さ
い
な
こ
と
で
ム
カ
ッ

ク
、
aい
た
い
こ
と
が・訝え
な
いで
イ

ラ
イ
ラ
す
る
。そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。白
分
の
中
に
あ
る
こ
だ
わ
り

や
思
い
込
み
な
ど
を
発
見
し
、女
性
で

あ
る
が
ゆ
え
の
障
害
や
壁
、精
神
的
な

負
担
な
ど
を
解
消
し
、新
し
い
自
分
を

発
見
し
て
く
だ
さ
い
。
日
時
=
4月
1
8

日
1
6月
1
3日
、毎
週
火
曜
日
(
5

月
2凵
は
除
ぐ
)
　※
時
間
は
お
問
い

合
わ
せ
を
場
所
=エ
ル
・
ソ
フ
ィ
ア

対
象
=女
性
の
み
1
5人
費
用
=
無
料

―
い
ず
れ
も
―

申・
問
先
=女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
〒
1
2
3

・
0
8
5
1梅
Ⅲ
7
-
3
3
1
1

(
3
8
8
0
)
5
2
2
2
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新 し い 保 育 制 度 が

始 ま り ま す

区
で
は
、
区
民
の
皆
さ
ん
の
様
々
な
要
望
に
応
え
ら
れ

る
よ
う
に
、
新
し
い
保
育
の
制
度
を
検
討
し
て
き
ま
し
た
。
4

月
か
ら
は
、
区
の
制
度
と
し
て
次
の
よ
う
な
保
育
を
開

始
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

①
病
後
児
保
育

保
護
者
が
勤
務
・
傷
病
な
ど
の
た
め

9
斤
す
る
こ
と
が
困
難
で
、児
叭
が
病

気
の
川
ほ
明
に
あ
る
か
発
然
な
ど
軽
い

病
気
の
と
き
に
、
K
が
委
託
し
た
施
設

で
削
か
り
ま
す
。対
象
=
満
l
歳
～

就
学
前
時
間
=
午
前
8
時
3
0
分
～
午

後
5
時
3
0
分
(
L
曜
日
は
午
後
1
時
ま

で
)
費
用
=
2
r
沺
円
(
L
曜
川
は

2
千
円
)
※
別
途
診
察
料
が
必
、
9
で

す
申
込
H傑
育
振
興
係
で
嘔
前
登
録

し
、利
川
日
の
前
日
ま
で
に
施
設
へ
電

話
忻
約
※
昼
食
は
持
参
し
て
く
だ
さ

い
問
先
日
保
介
振
興
係

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

②
休
日
保
育

日
曜
・
祝
日
お
よ
び
年
末
(
1
2
日
砧
一

目
・
3
0
日
)
に
保
斤
が
必
要
な
満
―
歳

か
ら
就
学
前
ま
で
の
u
篭
を
保
青
宇
で

碵
か
り
ま
す
。時
間
=
午
前
8
時
3
0

分
～
午
後
5
時
費
用
‥
‥
―
日
2
f
朷 円

※
延
艮
時
問
・
料
金
は
保
育
竃
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
申
込
=
・
心

琵
ま
た
は
火
施
保
介
宇
に
来
所
場
・

問
先
H
こ
ぐ
ま
保
育
宇
(
伊
興
夲
町
―

Å
)
　
(
3
8
5
4
)
7
1
0
1

エ
ン
ジ
ェ
ル
ーキ
。ズ
ーサ
ボ
ート
(

綾
瀬
2
-
2
9
)

(
3
6
0
2
)
3
1
1
4

※
抖瓦
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い

③
緊
急
一
時
保
育

保
誕
占
が出
産
や
病
気
な
ど
で
、保

育
が
困
雛
な
就
学
前
ま
で
の
児
盾
を一

時
的
に・贖
か
り
ま
す
。
時
間
=午
前
9

時
～
午
後
5時
(延
長
時
悶
は
傑
育

牢
に
お
問
い
介
わ
せ
く
だ
さ
い
)
　費

用
n
▽
0巌
児
…
1時
問
4
5
0
円
(延
災
1

時
川
6
5
0
円
)
　マ
ー歳
以
上
兄・
:
1

時
間
3
8
0
円
(延
長
1時
間
5
8
0
円
)
　申

込
=電
話
ま
た
は
実
施
保
育
ま
に
来
所

塲
・
問
先
韭
今
と
回
じ

※
昼
食
・
お
や
つ
な
ど
が
必
要
な
時
間

に
碵
か
る
場
合
は
保
斤
牢
が川
憲
し
ま

す
②・の
日
を
除
く
)

保

育

の

ご

案

内

保
育
園
の
ほ
か
に
も
、次
の
よ
う
な

乳
幼
児
の
保
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。ぜ

ひ
、ご
利
川
く
だ
さ
り

□
保
育
マ
マ
(
家
庭
福
祉
員
)

区
に
登
鉢
さ
れ
て
い
る
保
宵
マ
マ
の

自
七
で
、
3歳
淞
満
の
お
fさ
ん
を
保

介
し
ま
す
。

□
保
育
室

小
規
模
の
9寳
所
で
、お
も
に
3巌

木
満
の
お
了
さ
ん
を
保
育
し
ま
す

□
児
童
緊
急
一
時
保
護

保
駿
者
が出
産
。病
気
な
ど
で
、養

疔
に
お
倒
り
の
家
庭
の
乳
幼
児
を
、時

的
に
保
介
し
ま
す
(た
だ
し
、保
駿々

が
就
業
す
る
た
め
の
ご
利
川
は
で
き
ま

せ
ん
)。

問
先
卜
保
育
振
興
係

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

観
光
協
会
主
催

区
内
施
設
め
ぐ
り

参
加
者
募
集

日
時
=
6
H
9日
剛
、
T前
8時
4
5分

集
合
場
所
卜・
K役
所
卍・向
人
川
内
容
=

し
よ
う
ぶ
沼
公
園
、生
物
園
、都
市

農
業
公
園
、ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
(
ド
ー

ム
シ
ア
タ
上
な
ど
の・兄
学
対
象
H

観
光
協
会
会
ぬ
と
そ
の
家
族
お
よ
び
K

内
在
仕
の
方
定
員
=
4
5人(抽
選
)

費
用
=
▽
観
光
協
会
会
貝・・・
2
r円
マ

会
n家
族・
:
2
1沺
川
マ
・
般
…
3

千
円

※
昼
食
代
、人
園
料
込
み
当

選
者
に
は
後
日
振
り
込
み
川
紙
送
付

申
込
=
往
復
(
ガ
キ
に
希
望
お
全
Qの

氏
名
、年
齢
、什
所
、電
話
番
り
、会
u

・
へ
a
家
族
廴
般
の
別
、「
K
内

施
設
め
ぐ
り
希
や
」と
明
紀
※
(
ガ

キ
。枚
で
4
人
ま
で
申
し
込
み
可
。
:返

信
(ガ
キ
の
衣
に
代
表
者
の
住
所
、氏

名
を
必
ず
記
べ
屯
複
申
込
は
無
効

期
限
H
5月
1
卜
申
・
問
先
卜
観
光

朏
会
(産
業
振
興
課
内
)
〒
甼
8
5
1
0

中
央
本
町
―
1
1
7
1
1

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

老
人
会
館
の
手
芸

教
室
(

前
期
分
)

日
時
=
5
H
～
7
川
ま
で
の
第
二
・
第

四
匕
曜
日
、午
後
1
時
～
2
時
3
0
分

対
象
=
・
K
内
び
住
の
6
0
峻
以
L
の
方

内
容
u
ち
ぎ
り
絵
、レ
ー
ス
編
、
バ
ヴ

チ
ワ
ー
ク
制
作
定
員
=
3
0
人
(
抽
選
)

費
用
n
無
料
(
教
材
費
一
部
負
担
)

申
込
=
往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、氏
名
(

フ
リ
ガ
ナ
)、年
齢
、礎
話
折
りを
明

記

期
限
=
4月
1
5
H必箝

※
前
川
F

芸
教
室
を々
講
し
た
方
や
ほ
か
の
教

布
を
受
講
巾
の
方
は
申
し
込
み
で
き
ま

せ
ん

場
・
申
・
問
先
=
老
人
公
館

〒
1
2
0
・
0
8
1
2西
保
木
川
4
1・
9
-
1
　

(
3
8
5
9
)
9
7
3
2

ス ケ ッ チ あ だち このコーナーではまちの情報・話題を
お待ちしています。
問先= 広報係　3880- 5111 ㈹

プ ロ に 学 ん で
、

魚 を お ろ す!

3
冂
7囗
、消
背
爬‥セ
ン
ター
で
フ

ロ
の
お
魚
叫
さ
ん
を
招
い
て
、
新
鮮
な

皿
の
選
び
方
、
卍
し
い
魚
の
お
ろ
し
方

を
字
ぶ
講
座
が
行
わ
れ
ま
し
た
　

参
加
者
は
、
7
人
の
男
性
を
含

む
3
5
人
「
魚
を
お
ろ
す
の
は
令

く
初
め
て
」
と
い
う
人
か
ら
「
も

う
少
し
う
ま
く
さ
ば
き
た
い
」
と

い
う
人
ま
で
さ
ま
ざ
ま
で
、
講
師

の
魚
屋
さ
ん
の
実
演
が
始
ま
る
と
・

挙
動
を
U
一
逃
す
ま
い
と
熱
心

に
兒
人
っ
て
い
ま
し
た
『
そ
し
て
、

さ
っ
そ
く
割
り
当
て
ら
れ
た
マ
ア

ジ
2
叫
と
イ
カ
2
杯
を
お
ろ
す
の

に
挑
峨
講
帥
か
ら
包
丁
の
使
い

方
や
魚
の
持
ち
方
な
ど
基
礎
的
な

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
、
お
の
お

の
が
腕
を
ふ
る
っ
て
兒
心″な
刺
し
身
の

さ
り
あ
わせ
を
つ
く
り
ま
し
た

元 五 輪 選 手 、 具 志 堅 幸 司 さ ん

が 第 一 中 で 青 少 年 健 全 育 成 の

た め の 講 演 会

3
月
1
3
卜
、
K
皿
第
一
中
学
校
で
は
、
元
八
輪
体

操
選
F
で
現
在
日
本
体
育
人
学
助
教
授
の
艮
心
曜
中

司
さ
ん
を
招
い
て
講
演
会
が
行
わ
れ
'
　
<
f
-
校
乍
徒
の

ほ
か
に
P
T
A
会
Q
の
人
た
ち
が
お
謡
を
闘
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
講
演
テ
ー
マ
は
、
「
限
外
へ
の
挑

戦
」
。
自
分
に
体
操
が
ど
う
関
わ
っ
て
き
た
の
か
、

ど
れ
だ
け
自
分
の
人
生
に
影
響
を
あ
た
え
た
の
か
、

な
ど
興
味
あ
ふ
れ
る
充
実
し
た
お
謡
で
、
p
定
の
講

演
時
間
が
あ
っ
と
い
う
川
に
過
ぎ
ま
し
た
。
「
目
標

を
決
め
て
ゴ
ー
ル
を
め
ざ
す
・
そ
の
た
め
に
は
、
小

さ
な
こ
と
か
ら
ゴ
ツ
ゴ
ツ
と
凵
に
兄
え
な
い
L
台
を

し
っ
か
り
つ
く
る
こ
と
が
火
切
」
と
中
学
生
に
メ
ヴ

セ
ー
ジ
を
、
そ
し
て
最
後
に
T
ど
も
は
人
人
を
兒

て
成
艮
し
ま
す
。
子
ど
も
に
ま
ね
を
さ
れ
て
も
恥
ず

か
し
く
な
い
行
動
を
と
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
で
す

ね
」
と
ぶ
し
、
溝
演
公
は
邨
を
閉
じ
ま
し
た
、

か わい い 園児 が 訪 問

3月6日、特別養護老入ホーム「紫磨園」に私立太陽保肯
園の||猊が訪れました。この園児たちの訪問は毎年行われて
おり、ホームの衍さんがいつも楽しみにしているもの、かわ
いらしい衣装を身にf・j ・けた園児が音豪にあわせて踊りを披露
しました・ホームの皆さんは、「かわいいねえ」「・|寸だった
ねj と圉児たちに、l jをかけていました 演技終了接、囹児か
ら、Fnl からも遊びに来ます」と約束・帰り際には園児たち
にホームのお年寄りからf作りの折り鶴などが贈られました、

▲ 〓
お年寄りの見守るなか踊りを披露

遊

び

道

具

を

ほ
う

き

に
持

ち

か
え

て

、

「
公

園

を

き

れ
い

に

し

た

よ
!

」

3川
9日
、宮
城
小
2
年
乍
と
汪
南

中
1年
乍
の
合
わ
せ
て
川
人
が
学
校
川

辺
4ヵ
所
の
公
園
を
清
柚
し
ま
し
た

こ
の
う
ち
南
宮
城
公
園
で
は
、
1
8人

の
小
学
生
が
中
学
生
1
1人に
ご
み
の
分

別
方
法
を
教
わ
り
、た
ば
こ
の
吸
い
が

ら
や
空
き
缶
を
抬
っ
て
い
ま
し
た
。

3
0分ほ
ど
の
合
回
清
掃
で
し
た
が
、

川
意
し
た
ご
み
袋
は
あ
っ
と
い
う
間
に

い
っ
ぱ
い
に
な
り
、い
つ
も
遊
ん
で
い

る
公
園
が
き
れ
い
に
な
っ
て
、小
学
生

か
ら
は
「
気
持
ち
い
い
」と
い
う
声
が

聞
か
れ
ま
し
た
'・

〓
南
宮
城
公
園
で
の
清
掃
風
景

小

さ
な
子

ど
も

た
ち

も
引

き

込
ま

れ
た

ふ

れ
あ

い
コ
ン

サ
ー

ト

3川
2
H
、元
宿
幼
稚
園
で
ふ
れ
あ

いコ
ン
サー
ト
が
開
か
れ
ま
し
た
。
在

固
児
の
け
で
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
鳥
関
㈲
さ

ん
と
、
打
楽
a
奏
者
の
小
川
美
香
'
r
さ

ん
の
二
人
が
ピ
ア
ノ
と
マ
リ
ン
バ
や
人

鼓
、
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
な
ど
を
使
い
、
r

ど
も
た
ち
に
も
親
し
み
の
あ
る
わ
曲

を
演
発
し
ま
し
ベ
ド
ラ
え
も
ん
な
ど

ア
ニ
メ
の
t
蹈
歌
の
演
奏
で
は
、
子
ど

も
た
ち
が
f
拍
f

を
と
り
な
が
ら
歌

い
始
め
る
な
ど
、

自
然
に
y
口
楽
に
引

き
込
ま
れ
る
微
笑

ま
し
い
姿
がみ
ら

れ
ま
し
た
。

強 風 の 中 、 健 闘

少 年 釣 り 大 会

3H20日、元渕江公圉の釣り池で少年釣り大
会が開かれました。去年を上回る強風の吹くな
か、小3から中3までの50人程が、コイをl lつ
て釣り糸を垂れました、あまりの強風に浮きの
浮き沈みもわからないのではと思いきや、「引
きのf応えでわかるよ」と、次 に々コイを釣り
上げていましだ・

古 紙配合率70% 再生紙を使用しています A. 0. R　236, 000


